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イ
ン
フ
レ
理
論
の
系
譜
と
そ
の
限
界

は
し
が
き －

一
ア
イ
マ
ン
ド
・

プ

ル
対

コ
ス
ト

プ

ツ
シ

　
各
個
別
商
品
価
格
の
一
集
計
、
平
均
概
念
で
あ
る
物
個
の
動
向

は
、
実
体
経
済
の
分
配
構
造
、
蓄
積
構
造
を
映
し
出
す
指
標
と
し

て
の
意
味
を
持
つ
。
価
椿
、
物
価
水
準
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
か
、

下
降
傾
向
に
あ
る
の
か
は
き
わ
め
て
単
純
、
明
白
な
事
実
と
し
て

容
易
に
認
識
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
な
る
と
問
題

は
決
っ
し
て
単
純
で
は
な
い
。
現
代
イ
ン
フ
レ
に
つ
い
て
も
、
そ

の
原
因
は
実
体
経
済
の
所
得
分
配
、
一
蓄
積
構
造
に
か
か
わ
る
種
々

の
要
因
が
因
と
な
り
果
と
な
っ
て
複
雑
に
か
ら
ま
り
合
い
、
イ
ン

フ
レ
の
解
明
に
は
固
有
の
困
難
を
伴
う
。
現
代
イ
ン
フ
レ
の
発
生

プ
ロ
セ
ス
は
複
雑
を
き
わ
め
、
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン
フ
レ
の
種
々
の

福
　
　
田

泰
　
　
雄

側
面
を
追
究
し
て
き
た
従
来
の
議
論
も
ど
の
要
因
を
基
本
と
見
る

か
に
よ
づ
て
見
解
が
分
か
れ
錯
綜
し
た
状
態
に
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
ン
フ
レ
を
考
え
る
際
一
つ
の

理
論
的
な
フ
レ
ー
ム
・
視
座
を
す
で
に
有
す
る
。
そ
れ
は
、
物
価

と
通
貨
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
通
貨
供
給
が
自
立
的
、
独
立

的
に
変
動
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
物
価
変
動
が
生
ず
る
の
．
で
は
な

く
、
通
貨
供
給
は
物
価
変
動
に
対
し
て
受
動
的
に
反
応
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
国
家

紙
幣
イ
ン
フ
レ
、
財
政
イ
ン
フ
レ
の
場
合
を
除
い
て
、
通
貨
供
給

の
受
動
性
法
則
が
免
換
制
下
と
同
様
、
今
日
の
不
換
制
下
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）

て
も
貫
徹
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
現
代
イ
ン
フ
レ
ー
シ
冒
ン

の
根
本
原
因
は
、
物
価
の
側
そ
の
も
の
、
実
体
経
済
の
中
に
求
め
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（41）　インフレ理論の系譜とその眼界

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
・
イ
ン
フ
レ
の

根
本
原
因
が
実
体
経
済
の
需
要
の
側
に
あ
る
の
か
、
供
給
の
側
に

あ
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
マ
ン

ド
・
プ
ル
説
と
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
の
対
立
が
存
在
す
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
イ
ン
フ
レ
の
原
因
が
実
体
経
済
に
内
在
す
る

も
の
と
し
て
そ
の
発
生
メ
カ
．
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
試
み
て
き
た
イ
ン

フ
レ
諸
説
を
そ
の
理
論
構
造
に
従
っ
て
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説

（
第
一
節
）
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
（
第
二
節
）
、
両
者
の
統
合

モ
デ
ル
（
第
三
、
四
節
）
の
三
類
型
に
分
け
て
検
討
し
、
各
基
本

類
型
の
守
備
範
囲
と
隈
界
点
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

す
で
に
提
示
さ
れ
た
「
独
占
価
格
イ
ン
フ
レ
説
」
を
ポ
ジ
と
す
れ

ぱ
、
そ
れ
に
対
し
諸
説
批
判
と
し
て
の
本
稿
は
ネ
ガ
の
関
係
に
あ

る
。
ネ
ガ
の
確
定
作
業
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
の
「
独
占
価
格
イ
ン

フ
レ
説
」
の
現
代
イ
ン
フ
レ
説
と
し
て
の
意
義
、
特
徴
が
目
リ
明

確
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
の
む
す
び

（
第
五
節
）
に
お
い
て
ポ
ジ
と
ネ
ガ
両
者
の
結
論
を
直
接
対
比
し
、

「
独
占
価
格
イ
ン
フ
レ
説
」
が
こ
れ
ま
で
の
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル

説
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
、
統
合
説
を
一
面
で
は
継
承
す
る
と

同
時
に
、
他
面
で
は
そ
れ
ら
諸
説
の
欠
落
点
、
限
界
点
を
止
揚
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
1
）
　
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
一
基
本
問
題
－
通
貨
供
給
の
受
動
性

　
I
」
『
一
橋
論
叢
』
9
1
1
6
、
一
九
八
四
年
六
月
号
。

（
2
）
　
「
個
椅
カ
ル
テ
ル
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
ー
独
上
］
価
格
イ
ン
フ

　
レ
ー
シ
目
ン
論
1
」
『
一
橋
論
叢
』
9
3
1
5
、
一
九
八
五
年
五
月
号
。

デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説

　
社
会
全
体
の
有
効
需
要
、
事
前
の
総
実
質
支
出
が
生
産
可
能
な

実
質
産
出
高
を
上
回
れ
ば
、
当
然
物
価
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る

が
・
イ
ン
フ
レ
を
こ
の
よ
う
な
超
過
需
要
の
発
生
に
よ
っ
て
説
明

す
る
の
が
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
で
あ
る
。
詳
し
く
言
え
ぱ
、
こ

の
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は
、
超
過
需
要
の
具
体
的
説
明
に
お
い

て
、
所
得
お
よ
び
支
出
の
フ
ロ
ー
を
重
視
す
る
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の

非
貨
幣
的
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
先
行
的

増
加
を
重
視
す
る
貨
幣
数
量
説
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
ケ
イ
ン
ジ

ァ
ン
に
し
ろ
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
に
し
ろ
、
イ
ン
フ
レ
を
総
需
要
が

総
供
給
を
上
回
る
事
態
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

本
節
で
は
、
総
需
要
曲
線
、
総
供
給
曲
線
の
概
念
を
用
い
て
両
派

に
共
通
す
る
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
の
基
本
内
容
を
把
握
し
、
そ

の
上
で
現
代
イ
ン
フ
レ
論
と
し
て
の
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
が
か

か
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
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総
需
要
曲
線
は
、
各
個
別
市
場
の
需
要
曲
線
の
代
表
一
般
、
あ

る
い
は
各
需
要
㌫
線
の
一
つ
の
集
計
と
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

次
の
生
産
市
場
お
よ
ぴ
貨
幣
市
場
の
均
衡
条
件
式
か
ら
導
出
さ
れ

＾
1
〕

る
。

　
　
ト
（
『
）
H
⑦
（
『
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

　
　
ミ
ー
1
卜
（
、
‘
『
）
（
”
ど
（
、
、
）
十
5
（
『
）
）
　
　
　
　
　
蔓

こ
こ
で
、
γ
は
利
子
率
、
1
は
実
質
投
資
、
8
は
実
質
貯
蓄
、
r

は
実
質
国
民
所
得
、
ム
は
実
質
貨
幣
需
要
、
〃
は
貨
幣
供
給
量
、

p
は
物
価
水
準
を
表
し
、
ω
式
は
財
の
需
給
均
衡
条
件
、
②
式
は

貨
幣
の
需
給
均
衡
条
件
を
示
す
。
ω
式
を
利
子
率
r
に
つ
き
変
形

し
て
『
1
ー
ス
ペ
）
と
し
、
こ
れ
を
②
式
に
代
入
す
る
と
次
の
㈹
式

が
得
ら
れ
る
。

　
　
亀
H
卜
（
、
ド
ス
ペ
）
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

こ
の
㈹
式
を
物
価
水
準
p
に
つ
き
整
理
す
る
と
次
の
総
需
要
曲
線

が
得
ら
れ
る
。

　
　
、
邑
H
さ
（
お
ぺ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

　
こ
の
総
需
要
曲
線
九
は
一
般
に
は
個
別
市
場
の
そ
れ
と
同
様
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

質
国
民
所
得
γ
に
つ
い
て
の
減
少
関
数
と
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は

以
下
の
理
由
に
よ
る
。
ω
式
で
利
子
率
γ
と
実
質
国
民
所
得
r
は

逆
相
関
に
あ
り
、
従
っ
て
利
子
率
ス
＼
）
は
実
質
国
民
所
得
y
の

滅
少
関
数
と
な
る
。
他
方
②
式
あ
る
い
は
㈹
式
に
お
い
て
実
質
貨

幣
需
要
五
は
、
実
質
国
民
所
得
r
の
増
加
関
数
、
ま
た
利
子
率

ス
ペ
）
の
減
少
関
数
を
な
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
仮
に
利
子
率
ス
ペ
）

の
低
下
（
上
昇
）
に
伴
い
実
質
国
民
所
得
r
が
増
加
（
減
少
）
す

る
と
す
れ
ぱ
、
倒
な
い
し
㈹
式
に
お
い
て
実
質
貨
幣
需
要
工
は
実

質
国
民
所
得
r
の
増
加
（
減
少
）
、
利
子
率
ス
ペ
）
の
低
下
（
上

昇
）
の
両
面
か
ら
増
加
（
減
少
）
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
実

質
貨
幣
需
要
の
増
加
（
減
少
）
は
、
物
価
水
準
p
の
低
下
（
上
昇
）

を
も
た
ら
す
。
な
ぜ
な
ら
、
貨
幣
供
給
〃
一
定
の
下
で
は
、
一
方

．
の
実
質
国
民
所
得
γ
の
増
加
（
減
少
）
お
よ
び
利
子
率
ス
『
）
の

低
下
（
上
昇
）
に
よ
る
実
質
貨
幣
需
要
工
の
増
加
（
減
少
）
が
、

他
方
で
の
物
価
水
準
p
の
低
下
（
上
昇
）
に
よ
る
実
質
貨
幣
需
要

ム
の
減
少
（
増
加
）
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

均
衡
条
件
式
倒
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
活
動
貨
幣

工
に
対
す
み
需
要
を
ト
一
1
1
“
、
ぺ
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
総
需
要
曲
線

ル
は
、

　
　
　
　
ミ
ー
ト
冊
（
ス
3
）

　
　
“
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
　
　
　
　
　
　
“
㌣

と
な
る
が
、
実
質
国
氏
所
得
γ
が
増
加
（
減
少
）
す
れ
ぱ
、
㈲
式

の
分
母
の
値
は
増
加
（
減
少
）
し
、
他
方
分
子
の
値
は
、
貨
幣
供
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（43）　インフレ理論の系譜とその限界

給
量
〃
所
与
の
下
で
実
質
国
民
所
得
r
の
増
加
（
減
少
）
↓
利
子

率
ス
5
の
低
下
（
上
昇
）
↓
投
機
的
貨
幣
需
要
ム
の
増
加
（
滅

少
）
に
よ
り
減
少
（
増
加
）
し
、
そ
の
結
果
、
乃
は
低
下
（
上
昇
）

す
る
。

　
他
方
、
総
供
給
曲
線
は
、
通
常
、
完
全
競
争
市
場
で
各
当
事
者

が
プ
ラ
イ
ス
テ
ー
力
ー
と
し
て
行
動
す
る
場
合
に
は
、
古
典
派
の

第
一
公
準
（
価
格
H
眼
界
生
産
費
用
）
か
ら
導
出
さ
れ
、
ま
た
独

占
の
成
立
に
よ
り
価
椿
決
定
に
際
し
独
占
者
の
裁
量
要
素
が
加
わ

る
場
合
に
は
、
フ
ル
・
コ
ス
ト
原
理
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
フ
ル
・

コ
ス
ト
原
理
は
、
w
を
雇
用
労
働
量
、
ω
を
貨
幣
賃
金
率
、
㎜
を

利
潤
加
算
率
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
、
J
を
原
材
料
お
よ

び
償
却
費
と
す
れ
ぱ
、
次
の
㈹
式
と
し
て
表
さ
れ
る
。

干
一
舌
一
一
、
咋
、
一

§

㈹
式
に
お
い
て
当
事
者
の
独
占
カ
の
行
使
は
、
マ
ー
ク
・
ア
ヅ
プ

率
刎
の
決
定
の
際
、
そ
こ
に
当
事
者
の
裁
量
余
地
を
残
す
と
い
う

点
に
示
さ
れ
る
、
な
お
、
同
じ
㈹
式
に
お
い
て
マ
ー
ク
・
ア
ヅ
プ

率
刎
の
決
定
に
お
い
て
当
事
者
の
裁
量
余
地
を
認
め
ず
、
マ
ー

ク
・
ア
ヅ
プ
率
肌
が
音
典
派
の
第
一
公
準
の
下
で
成
立
す
る
価

椿
・
産
出
量
体
系
と
整
合
的
な
も
の
と
把
握
す
れ
ば
、
㈹
式
は
完

全
競
争
市
場
に
お
け
る
価
格
＾
眼
界
生
産
費
均
等
式
の
一
展
開
式

と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
㈹
式
を

　
　
き
1
1
卜
（
§
■
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

と
書
き
改
め
、
こ
の
m
式
を
も
っ
て
一
般
的
総
供
給
曲
線
と
す
る
。

こ
の
総
供
給
曲
線
は
、
貨
幣
賃
金
率
ω
、
不
変
資
本
コ
ス
ト
∫
を

所
与
と
し
て
、
収
穫
逓
減
法
則
が
妥
当
す
る
と
す
れ
ば
、
実
質
国

民
所
得
の
r
増
加
関
数
と
な
る
。
ま
た
、
パ
ラ
メ
ー
タ
i
貨
幣
賃

金
率
ω
、
不
変
資
本
コ
ス
ト
J
、
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
肌
の
変
化

第1図

f
。

、千ノ／

　　　　　　　1　　　　　　　■　’　　　　　　■　1　　　　　　．　　　　　　■　　　　　．　　　　　一　　　　　’　　　　’　　　　1　　　　■　　　　‘　　　　・　　　’　　　1　　　－　　1　　1
　　．　．　　一　．　．　．　．　．1　■■．・

　　　　　　　．　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　一　　　　　■　　　　　1　　　　　一　　　　’　　　　‘　　　　’　　　　1　　　　・　　　’　　　．　　　．　　　．　　1　．　　一　　‘　．　1　　1　．・

所得1Y〕　　　　Y。

（完全雇用雇出最〕

物
価
㈹
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は
総
供
給
曲
線
の
上
方
な
い
し
は
下
方
へ
の
シ
フ
ト
要
因
と
な
る
。

　
物
価
水
準
は
以
上
の
総
需
要
曲
線
と
総
供
給
曲
線
の
交
点
と
し

て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
需
要
イ
ン
フ
レ
と
は
、
第
－
図
に
お

い
て
総
供
給
曲
線
一
定
の
下
で
総
需
要
曲
線
篶
が
〃
へ
、
さ
ら
に

は
”
へ
と
上
方
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
価
水
準
が
玲
か
ら

乃
、
さ
ら
に
は
乃
へ
と
上
昇
し
て
行
く
過
程
を
言
う
。
需
要
イ
ン

フ
レ
は
、
生
産
水
準
が
完
全
雇
用
産
出
量
ム
以
下
の
場
合
で
も
総

供
給
曲
線
が
右
上
り
傾
斜
を
有
す
れ
ぱ
発
生
し
、
さ
ら
に
生
産
水

準
が
完
全
雇
用
産
出
量
み
に
到
達
す
れ
ぱ
需
要
イ
ン
フ
レ
は
以
後

真
正
イ
ン
フ
レ
と
な
る
。

　
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は
、
現
代
イ
ン
フ
レ
を
右
の
需
要
イ
ン

フ
レ
と
し
て
把
握
す
る
。
わ
れ
わ
れ
も
現
代
イ
ン
フ
レ
が
イ
ン
フ

レ
で
あ
る
以
上
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
所
得
が
名
目
的
膨
張
を
遂

げ
、
そ
の
縞
果
総
需
要
曲
線
が
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
事
実

と
し
て
認
め
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
供
給
側
の
条
件
を
所
与
と

し
て
現
代
イ
ン
フ
レ
の
根
本
原
因
を
需
要
要
因
に
求
め
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
出
発

点
、
展
開
軸
と
し
て
現
代
イ
ン
フ
レ
を
把
握
す
る
デ
ィ
マ
ン
ド
・

プ
ル
説
は
以
下
の
三
点
に
お
い
て
根
本
的
問
趨
を
孕
む
。

　
第
一
に
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は
、
そ
も
そ
も
の
需
要
シ
フ

ト
の
原
因
、
内
容
を
十
分
に
は
説
明
し
え
て
い
在
い
。
総
需
要
曲

線
上
方
シ
フ
ト
の
主
要
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

H
貨
幣
供
給
〃
の
先
行
的
、
独
立
的
増
加
、
⇔
赤
字
財
政
支
出
、

β
超
過
輸
出
、
㈲
経
常
収
支
残
高
の
好
転
に
伴
う
外
貨
保
有
の
増

加
で
あ
る
。
先
の
総
需
要
曲
線
導
出
の
際
、
⇔
以
下
の
要
因
は
考

慮
外
と
し
た
が
、
目
赤
字
財
政
支
出
θ
、
⇔
超
過
輸
出
刀
を
ω
式

に
導
入
す
れ
ば
、
利
子
率
関
数
は
『
1
ー
ス
■
Q
も
）
と
な
り
、
総

需
要
曲
線
ω
式
は
き
H
き
（
き
■
p
菖
と
修
正
さ
れ
る
。
ま

た
、
㈲
外
貨
保
有
残
高
要
因
は
〃
の
増
加
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
o
貨
幣
供
給
〃
の
独
立
的
、
先
行
的
増
加
は
、
対
民

間
信
用
が
間
題
で
あ
る
隈
り
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
要
因
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

な
り
え
な
い
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
対
民
間
信
用
に
お
い
て
、

マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
需
要
に
対
し
て
受
動
的
に
反
応
す
る
の
で
あ

っ
て
、
需
要
と
独
立
的
に
、
需
要
に
先
行
し
て
増
加
す
る
こ
と
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
先
行
的
、
独
立
的
増
加

は
赤
字
財
政
支
出
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
臼
超
過

輸
出
、
お
よ
ぴ
㈲
外
貨
保
有
残
高
増
と
い
う
海
外
要
因
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
海
外
要
因
は
、
イ
ン
フ
レ
の
輸
出
、
輸
入
を
通
じ
て
）

の
各
国
間
の
イ
ン
フ
レ
率
格
差
の
発
生
、
イ
ン
フ
レ
の
加
速
化
を

説
明
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
各
国
が
共
通
に
か
か
え
る
現
代
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（45） インフレ．．理論の系譜とその限界

第1表インフレに対する財政の寄与度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：10億，％）

GNPデフ GNPイン 政府債務
政府債務純 インフレヘ

年度
GNP レーター対 フレ増痂分

純増 増対GNP の財政の寄

（A）
前年度増加 （C） 比率 与度
率（B） （AXB） C／A （C／AxB）

昭和30 8864，6 1．7 150．7 一57．0 一0．6 一37．8

31 9950．9 5．0 497．5 一30．O 一〇．3 一　6．O

32 11248．9 4．4 495．O 105．2 0，9 21．3

33 11785．O 一0．8 一94．3 1η．5 1．5 一188．2

34 13608．9 3．3 449．1 87．3 O．6 19．4

35 16207，0 5，2 842．3 一117．3 一〇．7 一13．9

36 19852．8 7．2 1429．4 57．7 0．3 4．0

37 21659．5 3．2 693，1 一96．1 一〇．4 一13．9

38 25575．9 4．7 1202．1 164．7 O，6 13．7

39 29530．5 4．7 1388．O 417．3 1．4 30．1

40 32661．1 4．9 1600．4 896．7 2．7 56．0

41 39508．9 5．9 2331．O 1156．2 2．9 49．6

42 46239．4 5．7 2635．6 967．4 2．1 36，7

43 54760．5 5．0 2738．O 693．5 1．8 2513

44 64920．1 5．9 3830．3 747．0 1．2 19．5

45 75152．O 7．5 5636．4 13ア9．3 1．8 24．5

46 82806．3 4．9 4057．5 4098．6 4．9 101．0

47 96539．1 6．ア 6468．1 1450，2 1．5 22．4

48 116697，2 15．7 183ユ8．6 2555．0 2．2 13．9

49 138451．1 18．9 26167．3 ア085．8 5．1 27．1

50 152209．4 6．1 9284．8 9882．7 ．　　7．8 106．4

51 1ア1152．5 7．5 12836．4 13419．9 7．8 104．5

52 190034．8 5．4 10261．9 16242．O 8．5 158．3

53 208780，9 4．4 9186，4 15214．1 7．3 165．6

54 225452．6 2．6 5861．8 17457．9 7．7 297，8

55 245162．7 4．6 112η．5 11820，2 4．8 ユ04．8

56 259668．8 2．5 649ユ．7 14507．O 5．6 223．5

57 272247．9 1．6 4356．O 15905．0 5．8 365．1

58 283917．6 0．6 1703．5 12895，5 4．5 757．0

（注）（A），（B）については経済企画庁『昭和40年基準　改訂国民所得続計（昭和

　　26年度～昭和42年度）』（1969年，pp．20－1，pp，28－9），およぴ『昭和55年

　　基準改訂　国民経済計算報告』上巻（1986年，pp・38－41，・pp・74－6），（C）に

　　ついては，目本銀行『経済統計年報』（各年版）より作成。
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一橘論蟄第98巻第2号（46）

イ
ン
フ
レ
の
根
本
的
原
因
の
説
明
と
は
な
り
え
な
い
。
仮
に
、
各

国
を
一
つ
に
統
合
す
れ
ぱ
、
輸
出
入
は
相
殺
さ
れ
、
外
貨
保
有
残

高
も
貸
し
借
り
バ
ラ
ン
ス
し
よ
う
が
、
そ
の
場
合
で
も
統
合
国
は

プ
ラ
ス
の
イ
ン
7
レ
率
を
記
録
し
よ
う
。
現
代
イ
ン
フ
レ
の
根
本

原
因
は
各
先
進
費
本
主
義
国
の
内
部
に
求
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
イ
ン
フ
レ
を
需
要
イ
ン
フ
レ
と
し
て
説
明
し

よ
う
と
す
れ
ぱ
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
の
具
体
的
要
因
と
し
て
は

唯
一
⇔
赤
字
財
政
支
出
が
残
る
。
確
か
に
、
今
日
国
民
経
済
に
お

い
て
、
国
家
財
政
は
無
視
し
え
な
い
規
模
に
成
長
し
、
赤
字
財
政

支
出
に
よ
る
有
効
需
要
効
果
も
決
っ
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
し
か

し
、
赤
字
財
政
支
出
は
所
得
の
イ
ン
フ
レ
的
膨
脹
、
総
需
要
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
の
一
都
を
説
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
的
総
付

加
価
値
（
H
（
5
＋
き
）
十
H
H
（
き
十
き
）
）
に
対
す
る
政
府
債
務
純

増
の
比
率
は
、
赤
字
財
政
支
出
の
イ
ン
フ
レ
寄
与
度
を
計
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
社
会
的
総
付
加
価
値
の
代
り
に
減
価
償
却
を
含
む
粗

国
民
所
得
（
G
N
P
）
を
用
い
て
赤
字
財
政
支
出
の
イ
ン
フ
レ
寄

与
度
を
近
似
的
に
求
め
て
み
た
。
近
似
値
は
、
分
母
に
減
価
償
却

を
含
む
分
だ
け
実
際
の
寄
与
度
を
少
な
め
に
表
示
す
る
。
第
－
表

で
得
ら
れ
た
値
は
、
赤
字
財
政
支
出
が
社
会
的
有
効
需
要
の
イ
ン

フ
レ
的
膨
脹
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
の
、
赤
字
財
政

支
出
の
み
で
は
イ
ン
フ
レ
需
要
の
す
ぺ
て
を
説
明
し
き
れ
な
い
こ

と
を
示
す
。
ニ
ク
ソ
ン
シ
ヨ
ッ
ク
以
前
と
以
後
と
で
は
事
情
は
多

少
異
な
る
が
、
ニ
ク
ソ
ン
シ
目
ツ
ク
以
前
に
つ
い
て
見
れ
ぱ
、
イ

ン
フ
レ
膨
脹
に
対
す
る
財
政
の
寄
与
度
が
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
四

〇
年
不
況
時
で
さ
え
寄
与
度
は
五
六
％
に
留
ま
る
。
し
か
も
、
昭

和
三
三
年
度
を
除
き
G
N
P
デ
フ
レ
ー
タ
ー
対
前
年
度
増
加
率
が

一
貫
し
て
プ
ラ
ス
の
値
を
示
す
な
か
で
、
昭
和
三
〇
年
度
、
三
一

年
度
、
三
五
年
度
、
三
七
年
度
に
つ
い
て
は
、
財
政
黒
字
つ
ま
り

上
げ
超
の
下
で
財
政
の
対
イ
ン
フ
レ
膨
脹
寄
与
度
は
マ
イ
ナ
ス
を

示
す
。
要
す
る
に
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は
、
そ
も
そ
も
の
デ

ィ
マ
ン
ド
の
内
容
を
十
分
に
説
明
し
き
れ
な
い
と
い
う
内
的
困
難

を
孕
む
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

　
第
二
に
、
「
新
し
い
イ
ン
フ
レ
」
と
し
て
の
現
代
イ
ン
7
レ
は
、

最
初
ア
メ
リ
カ
で
一
九
五
五
年
－
五
七
年
に
経
験
さ
れ
た
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
●

最
気
後
退
期
に
お
い
て
す
ら
物
個
上
昇
ト
レ
ン
ド
を
保
つ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

と
こ
ろ
に
一
大
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
不
況
期
の
物

価
上
昇
と
い
う
現
代
イ
ン
フ
レ
の
根
幹
に
か
か
わ
る
現
象
に
対
し

て
は
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は
そ
の
説
得
カ
を
失
う
の
で
あ
る
。

デ
ィ
マ
ン
ド
．
・
プ
ル
説
は
、
イ
ン
フ
レ
の
発
生
、
進
行
を
需
要
曲

線
の
上
方
シ
フ
ト
と
し
て
の
み
把
握
し
、
イ
ン
フ
レ
は
究
極
的
に
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（47）　インフレ理論の系譜とその限界

は
真
正
イ
ン
フ
レ
に
至
る
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
景
気
後
退
期
に

は
、
需
要
曲
線
は
停
滞
な
い
し
は
下
方
ヘ
シ
フ
ト
し
よ
う
。
需
要

曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
が
存
在
し
な
い
下
で
の
物
個
上
昇
に
対
し
て

デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
が
無
カ
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
新
し
い
イ
ン
フ
レ
」
は
供
給
側
の
間
題
、
供
給
価
格
の
分
析
を

不
可
欠
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
の
第
三
の
限
界
は
、
ま
さ
に
そ
の
供
給

価
格
、
具
体
的
に
は
管
理
価
格
の
分
析
の
欠
如
に
あ
る
。
今
日
、

基
幹
産
業
に
お
い
て
は
も
は
や
自
由
競
争
は
存
在
せ
ず
、
自
由
競

争
は
独
占
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
。
基
幹
産
業
に
君
臨
す
る
独
占
的

大
企
業
は
プ
ラ
イ
ス
・
テ
ー
力
ー
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
G
・

　
　
　
　
＾
5
〕

C
一
ミ
ー
ン
ズ
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
独
占
産
業
で
あ
っ

た
鉄
鋼
産
業
の
価
樒
分
析
を
行
い
、
需
要
減
退
期
に
お
い
て
も
供

給
側
の
生
産
調
整
に
よ
っ
て
鉄
鋼
価
格
は
下
落
す
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
上
昇
さ
え
す
る
事
実
を
摘
出
し
た
が
、
独
占
は
価
格
カ
ル

テ
ル
、
数
量
調
整
を
通
じ
て
価
格
決
定
に
際
し
そ
の
影
響
力
を
行

使
す
る
。
し
か
も
、
巨
大
独
占
企
業
の
価
椿
支
配
カ
の
行
使
は
単

に
不
況
期
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
氏
い
。
自
由
競
争
市
場
で
は
、

生
産
性
の
上
昇
が
あ
れ
ぱ
、
生
産
物
単
位
当
り
の
生
産
所
要
労
働

時
間
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
価
格
も
下
が
る
の
で
あ
る
が
、
独
占

的
市
場
に
お
い
て
は
・
生
産
性
上
昇
に
よ
る
単
位
当
り
所
要
労
働

時
間
の
減
少
に
対
し
て
価
格
は
従
来
通
り
に
は
反
応
せ
ず
、
下
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

硬
直
性
、
時
に
は
上
昇
傾
向
さ
え
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

独
占
的
市
場
に
お
い
て
は
、
価
椿
は
企
業
に
と
っ
て
は
所
与
の
需

給
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
独
占
は
自

ら
が
設
定
す
る
供
給
価
格
の
実
現
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
需
給
関

係
を
形
成
す
る
。
独
占
は
、
少
数
意
志
に
基
づ
く
人
為
的
要
素
を

市
場
に
持
ち
込
む
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
幹
産
葉
で
の
独
占
に

よ
る
価
格
形
成
の
修
正
・
変
容
は
、
さ
ら
に
、
自
由
競
争
が
支
配

す
る
中
小
企
業
分
野
で
の
価
格
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
う
し
た
各
分
野
で
の
価
格
形
成
の
変
質
は
、
各
分
野
の

集
約
と
し
て
の
物
価
形
成
の
変
質
を
必
ず
や
伴
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

基
幹
産
業
に
お
け
る
市
場
構
造
の
独
占
的
変
質
と
そ
の
非
独
占
分

野
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
分
析
を
抜
き
に
し
て
現
代
イ
ン
フ
レ
を
論

ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
は

こ
れ
ら
供
給
側
面
の
考
察
を
一
切
欠
く
の
で
あ
る
。

　
現
代
イ
ン
フ
レ
の
解
明
に
際
し
、
需
要
側
の
分
析
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ま
た
、
独
占
的

市
場
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
の
存
在
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
供
給
側

の
分
析
を
抜
き
に
し
て
は
現
代
イ
ン
フ
レ
を
解
明
し
え
な
い
こ
と
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も
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
以
上
述
べ
た
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説

の
第
二
、
第
三
の
欠
陥
を
問
題
意
識
と
し
て
新
た
な
コ
ス
ト
・
プ

ッ
シ
ュ
説
が
現
代
イ
ン
フ
レ
論
と
し
て
提
示
さ
れ
る
に
至
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
次
に
そ
の
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
に
検
討
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
総
需
要
、
総
供
給
曲
線
の
導
出
に
際
し
て
は
、
荒
憲
次
郎
『
マ

　
　
ク
ロ
経
済
掌
講
義
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
第
一
五
章
、
第
一

　
　
六
章
を
参
考
に
し
た
。

　
（
2
）
　
前
掲
、
拙
稿
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
一
基
本
間
題
－
通
貨
供

　
　
給
の
受
動
性
l
」
参
照
。

　
（
3
）
　
伊
東
光
晴
『
新
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
』
（
河
出
書
房
、
一
九

　
　
六
六
年
）
、
二
二
－
四
頁
・
お
よ
ぴ
塩
野
谷
祐
一
『
現
代
の
物
個
』

　
　
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）
、
一
〇
五
頁
参
照
。

　
（
4
）
声
H
ぎ
昌
巨
9
．
．
9
昌
S
－
ヨ
昌
ε
隻
昌
唖
巨
串
一
8
蜆
彗
o

　
　
○
自
“
勺
自
“
ぎ
“
サ
o
d
邑
8
q
ω
け
嘗
箒
y
H
0
N
0
－
－
旧
N
9
．
．
臭
雨
向
§
ミ
o
－

　
　
§
ざ
旨
ミ
§
“
峯
胃
昌
呂
ヨ
ー
参
照
。

　
（
5
）
　
Ω
一
〇
一
峯
o
臼
目
9
、
ミ
＆
富
恥
、
o
§
ミ
富
S
軋
“
“
軸
、
ミ
ミ
ざ
－
S
さ
、
富
“

　
　
s
s
。
伊
東
長
正
・
北
川
勝
己
・
高
野
清
美
訳
『
企
業
の
価
楕
決
定

　
　
と
公
共
性
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
二
年
）
、
第
三
章
、
第
1

　
　
－
5
図
参
照
。

　
（
6
）
　
松
石
勝
彦
「
独
占
価
楮
の
実
態
分
析
」
『
経
済
』
（
新
日
本
出
版

　
　
社
、
一
九
七
三
年
七
月
号
）
参
照
。

ニ
　
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説

　
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
は
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
と
は
正
反

対
に
所
与
の
総
需
要
曲
線
の
下
で
、
総
供
給
曲
線
が
上
方
に
シ
フ

ト
す
る
過
程
と
し
て
物
価
水
準
の
上
昇
を
把
握
す
る
。
前
節
㈹
式

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ー
ク
・
ア
ヅ
プ
率
肌
、
貨
幣
賃
金
率

ω
、
不
変
資
本
や
販
売
管
理
コ
ス
ト
∫
が
総
供
給
曲
線
の
シ
フ
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
な
す
。
従
っ
て
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
㌧
説
は
、

右
の
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
シ
フ
ト
要
因
と
す
る
か
に
よ
っ
て
ヨ

リ
細
か
く
区
分
さ
れ
る
が
、
実
質
国
民
所
得
の
分
配
を
め
ぐ
る
賃

金
と
利
潤
と
の
社
会
的
対
抗
、
い
わ
ゆ
る
賃
金
と
物
価
の
悪
循
環

に
よ
っ
て
総
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
説
く
議
論
が
一
般
的
か

つ
一
典
型
モ
デ
ル
を
な
す
。
イ
ン
7
レ
と
は
物
価
水
準
の
連
続
的

上
昇
過
程
で
あ
る
以
上
、
仮
に
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
の
立
場
に

立
つ
と
す
れ
ぱ
、
物
価
上
昇
の
原
因
で
あ
る
コ
ス
ト
上
昇
は
連
続

的
な
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
マ
ー
ク
・
ア

ヅ
プ
率
な
り
不
変
資
本
コ
ス
ト
な
り
の
単
一
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
だ

け
が
無
限
に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
賃
金
と
利
潤

の
対
抗
的
、
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
が
唯
一
現
実
的
可
能
性
を
残
す

ケ
ー
ス
と
な
る
。
本
節
で
は
、
前
節
同
様
一
部
門
の
単
純
な
コ
ス

ト
・
プ
ソ
シ
ュ
モ
デ
ル
を
検
討
し
、
そ
の
限
界
点
を
明
ら
か
に
す

る
。
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貨
幣
賃
金
額
を
π
、
貨
幣
利
潤
額
を
■
と
す
れ
ぱ
、
貨
幣
国
民

所
得
は
、

　
　
｝
『
N
＋
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

と
表
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
民
所
得
に
占
め
る
賃
金
分
配
率
を

灼
、
利
潤
分
配
率
を
吻
と
す
れ
ぱ
式
㈹
は
期
間
を
明
示
し
て

　
　
5
■
（
き
十
§
）
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
表
示
さ
れ
る
。
事
後
的
に
は
必
ず
き
十
§
“
－
と
な
る
。
そ
こ

で
、
実
質
国
民
所
得
一
定
と
い
う
仮
定
の
下
で
賃
金
稼
得
者
が
自

己
の
分
配
率
を
不
満
と
し
て
分
配
率
を
的
か
ら
、
的
へ
高
め
る
と
し

よ
う
。
仙
は
事
前
の
新
賃
金
分
配
率
で
、
そ
の
場
合
貨
幣
賃
金
額

は　
　
き
十
－
u
ξ
、
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
利
潤
稼
得
者
が
そ
れ
に
対
し
て
即
座
に
反

応
し
、
利
潤
分
配
率
の
低
下
を
容
認
せ
ず
分
配
率
的
を
維
持
し
よ

う
と
す
れ
ぱ
、
（
舌
十
1
）
期
の
利
潤
分
配
は

　
　
ぶ
十
－
”
§
5
＋
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
昌

と
表
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
利
潤
稼
得
者
の
分
配
率
吻
の
維

持
は
貨
幣
国
民
所
得
榔
イ
ン
フ
レ
的
に
膨
脹
し
て
の
み
可
能
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

る
。
す
な
わ
ち
、
（
‘
十
1
）
期
の
貨
幣
国
民
所
得
晦
は

・
・
ユ
貢
・
§
・
1
（
恥
マ

蔓

と
な
る
。
こ
の
結
果
、
事
前
の
賃
金
分
配
率
、
的
は
事
後
的
に
は
的

と
な
る
。
以
上
の
賃
金
分
配
率
の
上
昇
要
求
（
則
↓
、
的
）
と
そ
れ

に
対
す
る
利
潤
配
分
率
的
の
対
抗
的
維
持
が
毎
期
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
‘
期
の
貨
幣
国
民
所
得
は
、

重
一
咋
一
、

蔓

と
表
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
実
質
国
民
所
得
一
定
の
下
で
物
価
は
毎

期
咋
一
士
の
割
合
で
上
昇
す
る
こ
と
萎
。
ま
た
・

逆
に
こ
の
価
椿
上
昇
の
下
で
利
潤
分
配
率
と
賃
金
分
配
率
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

る
社
会
的
抗
争
が
可
能
と
な
る
。

　
し
か
し
、
問
題
は
、
そ
の
社
会
的
抗
争
過
程
に
お
い
て
一
方
の

分
配
率
の
事
前
的
上
昇
要
求
に
対
し
て
他
方
の
分
配
率
の
事
後
的

維
持
を
可
能
と
す
る
物
価
上
昇
が
具
体
的
に
如
何
に
し
て
生
ず
る

の
か
で
あ
る
。
貨
幣
賃
金
の
上
昇
そ
の
も
の
が
総
有
効
需
要
を
増

大
さ
せ
、
物
価
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
貨
幣
賃
金

の
上
昇
は
、
そ
の
分
利
潤
の
事
前
的
減
少
を
も
た
ら
し
総
有
効
需

要
は
一
定
に
留
ま
る
。
貨
幣
賃
金
上
昇
の
下
で
利
潤
分
配
率
が
元

の
水
準
に
維
持
さ
れ
、
従
っ
て
総
有
効
需
要
が
増
加
す
る
の
は
、
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価
格
上
昇
が
実
現
し
た
そ
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
貨
幣
賃
金
の

上
昇
が
仮
に
発
生
し
た
と
し
て
も
、
価
楕
上
昇
の
結
果
と
し
て
の

利
潤
分
配
率
の
維
持
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
総
有
効
需
要
の
増
大
を

根
拠
に
し
て
価
格
上
昇
を
説
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
貨
幣
賃
金
の

上
昇
は
、
直
接
的
に
は
対
応
的
利
潤
分
配
の
減
少
を
も
た
ら
す
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
即
有
効
需
要
総
額
の
増
大
に
つ
な
が
る

こ
と
は
な
い
。
貨
幣
賃
金
の
上
昇
そ
れ
自
体
が
需
要
面
か
ら
物
価

を
押
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
が
採
る
一
つ
の
説
明
は
、
管
理
価
椿
で

あ
る
。
貨
幣
賃
金
の
上
昇
が
生
じ
た
場
合
、
利
潤
稼
得
者
は
、
利

潤
分
配
率
を
維
持
す
る
た
め
そ
の
市
場
支
配
カ
を
利
用
し
て
価
格

吊
り
上
げ
を
計
る
。
独
占
的
企
業
者
は
、
賃
金
コ
ス
ト
w
が
上
昇

す
れ
ぱ
、
自
ら
の
慣
習
的
利
潤
率
を
維
持
す
べ
く
マ
ー
ク
・
ア
ッ

プ
率
を
人
為
的
に
設
定
し
、
価
楕
を
吊
り
上
げ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
所
得
分
配
を
め
ぐ
る
労
働
者
と
資
本
家
の
社
会

的
抗
争
は
、
独
占
的
市
場
支
配
力
要
因
を
媒
介
と
し
て
賃
金
と
物

価
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上
昇
を
も
た
ら
す
。
賃
金
が
上
昇
し
た
と
し

て
も
対
抗
的
価
格
吊
り
上
げ
に
よ
っ
て
賃
金
シ
ェ
ァ
の
上
昇
は
結

局
実
現
せ
ず
、
従
っ
て
サ
イ
は
再
ぴ
振
り
出
し
に
戻
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
新
た
な
ヨ
リ
高
い
物
価
水
準
の
下
で
、
再
ぴ
賃
金
シ
ェ

ァ
の
拡
大
を
目
ざ
し
て
貨
幣
賃
金
の
上
昇
が
要
求
さ
れ
、
以
下
同

じ
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
物
価
水
準
は
累
穣
的
に
上
昇
し
て
い
く
。

　
総
需
要
曲
線
、
総
供
給
曲
線
を
用
い
て
以
上
の
コ
ス
ト
・
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
フ
レ
の
過
程
を
表
し
た
の
が
第
2
図
で
あ
る
。
所
与
の

実
質
国
民
所
得
を
め
ぐ
る
賃
金
稼
得
者
と
利
潤
稼
得
者
と
の
社
会

的
抗
争
は
、
総
供
給
曲
線
㈹
式
に
お
い
て
見
れ
ぱ
、
貨
幣
賃
金
バ

ラ
メ
ー
タ
ー
ω
と
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
㎜
の
対
抗
に
他
な
ら
ず
、

貨
幣
賃
金
率
ω
の
上
昇
と
そ
れ
に
対
抗
し
た
利
潤
分
配
率
維
持
の

た
め
の
新
た
な
マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
伽
の
設
定
に
よ
り
総
供
給
曲
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線
は
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
物
価
水
準
は
上
昇
す
る
。
所
与
の
総
需

要
曲
線
の
下
で
、
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
ω
と
肌
の
拮
抗
に
よ
り
総
供
給

曲
線
五
は
＆
↓
凪
↓
＆
へ
と
上
方
シ
フ
ト
し
、
物
価
は
汽
↓
＾
↓

み
へ
と
吊
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
示
し
た
］
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
は
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル

説
が
欠
落
さ
せ
た
支
配
的
大
企
業
の
独
占
的
価
格
設
定
行
動
に
光

を
あ
て
、
ま
た
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
り
景
気
後
退
期
の

物
価
上
昇
を
解
明
す
る
糸
口
を
示
し
た
点
で
理
論
的
前
進
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
代
イ
ン
フ
レ
論
と
し
て
の
以
上
の
単
純
な

コ
ス
ト
．
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
も
ま
た
看
過
し
え
な
い
難
点
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
賃
金
“
物
価
の
ス
バ
イ
ラ
ル
的
上
昇
の
出
発
点
と

な
っ
た
貨
幣
賃
金
の
上
昇
が
単
に
前
提
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
そ
も

そ
も
何
故
に
貨
幣
賃
金
の
上
昇
が
一
方
的
に
発
生
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
の
説
明
を
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
は
欠
く
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
点
の
批
判
は
差
し
控
え
る
。
こ
の
間
題
は
、
利
潤

分
配
率
の
上
昇
を
出
発
点
に
置
く
こ
と
で
一
応
解
決
さ
れ
、
コ
ス

ト
．
プ
ヅ
シ
ュ
説
は
な
お
。
も
存
続
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
絶
え
ざ

る
利
潤
追
求
を
競
争
に
よ
っ
て
迫
ら
れ
て
い
る
資
本
が
可
能
と
あ

ら
ぱ
利
潤
の
吊
り
上
げ
を
計
る
こ
と
は
資
本
の
論
理
に
叶
う
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
実
質
賃
金
の
明
ら
か
な
切
り
下
げ
に
対
し
労
働
者

が
貨
幣
賃
金
の
上
昇
を
も
っ
て
対
抗
す
る
の
も
ま
た
現
実
的
妥
当

な
こ
と
で
あ
る
。
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
の
最
大
間
題
は
、
貨
幣

賃
金
の
上
昇
等
個
格
吊
り
上
げ
の
契
機
が
何
で
あ
れ
、
そ
し
て
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

占
が
市
場
支
配
カ
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
独
占
が
唯
一
供
給

曲
線
の
上
方
シ
7
ト
に
よ
っ
て
果
し
て
価
格
の
連
続
的
吊
り
上
げ
、

従
っ
て
物
価
水
準
の
累
積
的
上
昇
を
引
き
起
し
う
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
あ
る
o

　
コ
ス
ト
．
プ
ッ
シ
ュ
説
に
よ
れ
ぱ
、
所
与
の
総
需
要
曲
線
の
下

で
、
分
配
を
め
ぐ
る
杜
会
的
抗
争
の
中
で
総
供
給
曲
線
が
上
方
に

吊
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
お
よ
ぴ
物
価
が
上
昇
す
る

の
で
あ
る
が
、
総
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
総
需
要
曲
線
所
与

と
の
前
提
と
矛
盾
し
、
総
供
給
曲
線
上
方
シ
フ
ト
の
下
で
は
右
前

提
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
総
供
給
曲
線
が
上
方
シ
フ
ト
す
れ

ぱ
生
産
の
縮
小
が
生
じ
る
。
生
産
の
縮
小
は
、
生
産
財
需
要
の
減

少
、
お
よ
ぴ
雇
用
削
減
に
よ
る
消
費
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
総
需

要
曲
纏
の
下
方
シ
7
ト
を
不
可
避
と
す
る
。
総
需
要
曲
線
の
下
方

シ
フ
ト
は
、
総
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
る
物
価
上
昇
効
果

を
打
ち
消
し
、
さ
ら
に
は
独
占
に
よ
る
価
椿
吊
り
上
げ
そ
の
も
の

を
不
可
能
と
す
る
。
需
要
の
減
退
が
大
幅
と
な
れ
ぱ
、
管
理
価
樒

と
は
い
え
、
協
調
行
動
か
ら
外
れ
る
企
業
が
で
た
り
、
価
格
を
引
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第3図

刊s
D‘十1

刊
8

∫
／

以

物
価
㈹

　　1　　1　　1　　1　　1　1　1　　1
■　■

　　　1　　1　，　　1　1　1　I　l　　1　1　1
’　’

・山‘一

　一　一．一■‘

　　■1　i‘．・

＆
R

汽

所得（Y〕皿篶YlY、

下
げ
る
企
業
も
現
れ
て
価
格
吊
り
上
げ
の
独
占
的
基
礎
が
失
わ
れ

　
　
　
　
＾
2
〕

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
物
価
水
準
の
上
昇
が
総
供
給
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
生
産
の
縮
小
と
一

体
不
可
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
物
価
水
準
の
上
昇
は
累
積
性
を
持

ち
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
よ
る
賃
金
…
物
価
の
ス
パ
イ

ラ
ル
的
上
昇
運
動
は
、
利
潤
分
配
率
の
吊
り
上
げ
を
開
始
点
と
す

る
に
せ
よ
、
貨
幣
賃
金
の
上
昇
を
そ
の
一
媒
介
環
と
し
た
が
、
生

産
の
縮
小
、
失
業
拡
犬
の
下
に
あ
っ
て
は
、
労
働
者
側
は
い
か
に

組
織
化
さ
れ
た
組
合
を
持
っ
て
い
よ
う
と
も
賃
上
げ
カ
を
喪
失
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
生
産
規
模
の
縮
小
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
原
因

に
拠
る
に
せ
よ
、
利
潤
、
賃
金
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
賃
金
1
1
物
個

の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上
昇
運
動
を
不
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
の
議
論
に
お
い
て
は
、
完
全
雇
用
産
出
量
玲
を
一

定
と
し
た
が
た
め
に
、
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
は
生
産
の
絶
対
的

縮
小
を
説
く
も
の
と
把
握
さ
れ
た
が
、
ヨ
リ
具
体
的
に
拡
大
再
生

産
を
考
え
て
完
全
雇
用
産
出
量
ム
が
毎
期
拡
大
す
る
と
す
れ
ぱ
、

コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
と
い
え
ど
も
必
ず
し
も
生
産
の
絶
対
的
縮

小
を
説
く
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
コ
ス
ト
．
プ

ヅ
シ
ュ
説
は
以
上
指
摘
し
た
問
魑
点
を
拭
い
え
な
い
。
第
3
図
で

891
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は
、
単
純
化
の
た
め
蓄
稜
に
伴
っ
て
生
ず
る
生
産
性
上
昇
の
問
題

を
捨
象
し
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
な
き
状
態
に
お
い
て

は
、
‘
期
と
（
舌
十
1
）
期
の
間
で
は
完
全
雇
用
産
出
量
水
準
の

み
が
異
な
り
、
均
衡
物
価
水
準
は
汽
で
同
一
水
準
で
あ
る
と
仮
定

す
る
。
総
需
要
曲
線
以
か
ら
叶
へ
の
シ
フ
ト
、
総
供
給
曲
線
＆
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

ら
…
へ
の
シ
フ
ト
は
蓄
積
に
よ
る
経
済
規
模
拡
大
を
反
映
し
、
そ

　
sの

下
で
完
全
雇
用
産
出
量
篶
は
〃
へ
と
規
模
拡
大
を
遂
げ
る
の
で

あ
る
。
点
線
で
示
し
た
総
供
給
曲
線
跳
、
。
叶
が
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

ユ
イ
ン
フ
レ
過
程
を
示
す
。
ま
ず
ま
期
に
賃
金
と
利
潤
の
分
配
を

め
ぐ
る
抗
争
に
お
い
て
総
供
給
曲
線
が
＆
か
w
ら
へ
吊
り
上
げ
ら

れ
、
物
価
は
玲
か
ら
巴
へ
上
昇
す
る
。
さ
ら
に
、
（
‘
十
1
）
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

は
、
総
供
給
曲
線
は
W
を
べ
ー
ス
に
さ
ら
に
。
叶
へ
と
吊
り
上
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

れ
、
物
価
も
巧
か
ら
＆
へ
と
上
昇
す
る
。
賃
金
・
物
価
ス
パ
イ
ラ

ル
、
総
供
給
曲
線
の
連
続
的
上
方
シ
フ
ト
の
下
で
も
、
こ
の
場
合

生
産
の
絶
対
的
規
模
は
縮
小
す
る
こ
と
な
く
巧
か
ら
巧
へ
と
拡
大

す
る
。
し
か
し
、
完
全
雇
用
産
出
量
篶
と
実
際
に
実
現
す
る
生
産

水
準
と
の
間
の
ギ
ャ
〃
プ
は
、
ま
期
の
（
吟
－
巧
）
か
ら
（
ま
十

1
）
期
の
（
吟
1
W
）
へ
と
拡
大
す
る
。
物
価
水
準
の
上
昇
が
コ

ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
つ
ま
り
、
総
供
給
曲
線
の
上
方
シ
7
ト
に
ょ
る

も
の
と
す
れ
ぱ
、
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
と
い
う
撹
乱
が
存
在
し
な

い
場
合
の
水
準
と
実
際
に
成
立
し
た
産
出
量
と
の
ギ
ャ
ヅ
プ
は
異

積
的
に
拡
大
す
る
。
こ
の
完
全
雇
用
産
出
量
水
準
と
実
際
の
産
出

量
水
準
と
の
間
の
ギ
ャ
ヅ
プ
が
大
規
模
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
総

需
要
曲
線
は
下
方
シ
フ
ト
の
度
合
を
強
め
、
ま
た
独
占
的
市
場
支

配
カ
は
脆
弱
化
し
、
さ
ら
に
は
賃
金
の
引
き
上
げ
も
不
可
能
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
物
価
は
上
昇
カ
を
失
い
下
落
せ
ざ
る
を
え
な
い

　
　
＾
3
〕

の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
単
純
再
生
産
の
場
合
に
せ
よ
、
拡
大
再
生
産
の
場

合
に
せ
よ
、
単
純
な
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
に
従
え
ば
、
最
後
に

は
物
価
は
上
昇
で
は
な
く
下
落
す
る
の
で
あ
る
。
理
論
モ
デ
ル
と

し
て
の
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
と
現
実
の
イ
ン
7
レ
と
の
間
に
も

な
お
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
単
純
な
デ
ィ
マ
ン

ド
・
プ
ル
説
に
対
し
て
は
、
供
給
価
格
の
分
析
を
補
い
、
ま
た
リ

セ
ヅ
シ
目
ン
下
で
の
物
価
上
昇
を
乱
射
程
内
に
入
れ
う
る
可
能
性

を
与
え
、
他
方
単
純
な
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
対
し
て
は
、
そ

の
縮
小
再
生
産
論
的
性
格
を
取
り
除
き
う
る
可
能
性
を
与
え
る
新

た
な
イ
ン
フ
レ
説
が
提
示
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
れ
は
、
デ
ィ
マ
ン

ド
・
プ
ル
と
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
と
の
統
合
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
｝
＞
．
H
『
①
く
箒
－
巳
o
片
固
目
o
O
．
旨
巳
く
o
さ
　
§
雨
　
向
o
o
詩
o
§
㌻
ミ

　
　
ー
ミ
ミ
§
ぎ
着
§
。
松
坂
兵
三
郎
・
名
取
昭
引
・
浦
上
博
達
訳
『
イ
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一
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
経
済
学
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
七
年
）
、

’
一
第
三
章
参
照
。

（
2
）
」
．
界
Ω
胃
σ
・
占
員
§
珪
雨
ミ
事
き
ミ
N
1
筆
L
ま
旧
；
－

　
H
o
。
一
。
鈴
木
哲
太
郎
釈
『
豊
か
な
社
会
』
（
岩
波
奮
店
、
一
九
七
〇
年
）
、

　
一
八
八
頁
参
照
。

（
3
）
　
本
稿
で
は
、
賃
金
上
昇
を
契
機
と
す
る
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ト
を
独
占
的
市
場
支
配
カ
に
よ
っ
て
説
く
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
モ
デ

　
ル
を
取
り
上
げ
た
が
｝
コ
ス
ト
・
プ
ヲ
シ
ュ
モ
デ
ル
に
は
、
他
に
、

　
独
上
］
要
因
を
一
切
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
古
典
派
の
第
一
公
準
に
塞

　
づ
い
て
貨
幣
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
限
界
生
産
費
の
上
昇
か
ら
供
給
曲

　
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
説
く
議
論
も
あ
る
（
例
え
ぱ
、
熊
谷
尚
夫
「
賃

　
金
と
物
価
の
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
」
『
季
刊
理
諭
経
済
学
』
第
4

　
巻
3
1
・
4
号
、
一
九
五
三
年
一
一
月
、
後
に
『
現
代
資
本
主
義
の
理

　
論
と
政
策
』
創
文
社
、
一
九
八
六
年
、
第
三
章
に
収
録
）
、
し
か
し
、

　
そ
の
場
合
で
も
、
物
価
水
準
の
上
昇
を
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に

　
よ
っ
て
説
く
以
上
、
管
理
個
格
型
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
と
同
様
縮

　
小
再
生
論
と
い
う
難
点
を
持
つ
。

三
　
デ
ィ
マ
ン
ド
・

「
統
合
」

プ
ル
と
コ
ス
ト

プ
ッ
シ
ュ
と
の

　
単
純
な
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
で
は
供
給
側
の
条
件
は
所
与
と

さ
れ
、
ま
た
単
純
な
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
で
は
需
要
側
の
条
件

は
所
与
と
さ
れ
た
。
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
と
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ

の
統
合
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
供
給
側
、
需
要
側
両
要
因
の
相
互

作
用
の
産
物
と
し
て
イ
ン
フ
レ
が
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
主

要
な
統
合
モ
デ
ル
と
し
て
、
C
・
L
・
シ
ュ
ル
ツ
の
「
部
分
的
超

　
　
　
＾
1
）

過
需
要
説
」
、
伊
東
光
晴
氏
の
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
、
ヨ
リ
洗
練
化
さ
れ
た
伊
東
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。
本

節
で
は
ま
ず
伊
東
モ
デ
ル
の
内
容
を
統
合
モ
デ
ル
と
し
て
確
定
す

る
。
し
か
る
後
、
節
を
改
め
て
そ
の
批
判
的
検
討
を
行
う
。

　
伊
東
氏
は
、
「
新
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
」
に
関
す
る
自
己

の
分
析
視
点
を
次
の
よ
う
に
約
言
さ
れ
る
。
「
イ
ン
フ
レ
を
た
ん

に
需
要
面
か
ら
み
る
の
で
も
ま
た
供
給
面
か
ら
み
る
の
で
も
な
か

っ
た
。
需
要
面
か
ら
は
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
定
着
が
た
え
ず
需
要

を
動
か
し
、
物
価
上
昇
を
容
易
に
し
て
い
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
点
に
注
目
し
た
。
と
同
時
に
供
給
面
か
ら
は
寡
占
市
場
か
ら
生

れ
る
価
格
の
新
し
い
動
き
が
全
経
済
に
い
か
な
る
影
響
を
も
つ
か

と
い
う
点
を
と
ら
え
た
」
（
伊
東
、
前
掲
書
、
二
二
一
－
二
頁
）
。

伊
東
氏
は
、
現
代
イ
ン
フ
レ
を
産
業
資
本
主
義
と
区
別
さ
れ
る

「
現
代
資
本
主
義
」
（
同
書
、
ニ
ニ
ニ
頁
）
固
有
の
産
物
と
把
握
し
、

具
体
的
に
は
、
需
要
面
で
の
「
ケ
イ
ン
ズ
政
策
」
、
供
給
面
で
の

「
価
格
面
で
事
実
上
独
占
と
変
り
な
い
動
き
を
示
す
協
調
的
寡
占
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市
場
下
の
大
企
業
の
行
動
L
（
同
書
、
二
ニ
ニ
頁
）
、
両
者
の
複
合

的
産
物
と
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
「
大
企
業

の
行
動
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
「
金
経
済
に
い
か
な
る
影
響
を
も

つ
」
の
か
、
そ
し
て
以
上
の
供
給
側
の
問
題
は
需
要
側
の
「
ケ
イ

ン
ズ
政
策
」
と
ど
の
よ
う
に
・
か
ら
み
あ
う
の
か
。
ま
ず
、
供
給
側

の
分
析
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
供
給
価
格
に
関
わ
る
「
犬
企
業
の
行
動
」
と
そ
の
全
経
済
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

「
影
響
」
と
は
、
具
体
的
に
は
L
・
G
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
王

提
起
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
高
須
賀
義
博
氏
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た

「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
7
レ
説
」
（
同
書
、
二
一
四
頁
）
を
指

す
。
そ
れ
は
伊
東
統
合
モ
デ
ル
の
基
礎
を
な
す
。
「
生
産
性
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

率
格
差
イ
ン
フ
レ
」
は
、
1
高
生
産
性
部
門
で
あ
る
独
占
部
門
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
独
占
的
趨
過
利
潤
の
発
生
と
そ
の
一
部
労
働
者
へ
の
分
配
（
高

　
　
　
　
　
　
）

賃
金
の
発
生
）
、
n
低
生
産
性
部
門
で
あ
る
非
独
古
部
門
で
の
賃

　
　
　
　
　
　
（
）

金
の
高
位
平
準
化
、
皿
非
独
占
部
門
で
の
賃
金
プ
ヅ
シ
ュ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（

価
格
上
昇
、
以
上
三
本
柱
か
ら
な
る
。
つ
ま
り
、
独
占
部
門
で
は

生
産
性
の
上
昇
が
あ
っ
て
も
価
格
は
下
方
硬
直
性
を
示
し
、
従
っ

て
「
生
産
上
昇
の
効
果
は
多
く
〔
超
過
利
潤
と
し
て
〕
内
部
に
沈

澱
す
る
」
（
同
書
、
一
一
九
頁
）
が
、
そ
の
超
過
利
潤
は
一
部
賃

金
に
再
分
配
さ
れ
、
さ
ら
に
独
占
部
門
で
の
高
賃
金
の
発
生
は
生

産
性
上
昇
率
の
相
対
的
に
低
い
非
独
占
部
門
に
も
波
及
し
、
そ
の

結
果
非
独
占
部
門
に
お
い
て
賃
金
プ
ヅ
シ
ュ
に
よ
る
価
格
上
昇
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
生
産
性
上
昇
率
に
格
差
が
存
在
す
る
下
で
の
相
対
個

樒
の
修
正
の
仕
方
が
現
代
資
本
主
義
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
し

か
も
イ
ン
フ
レ
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
自
由
競
争
下
の
場

合
と
比
較
す
れ
ぱ
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
自
由
競
争
下
に
あ
っ

第4図

b’

　．㌔・・．．，

　　　　　　　　　、，b
肘㌔＼＼、．．．

、＼aa

、a1

価
格

部門

（B〕 一（A〕

（注）1　（A〕部門は最も生産性上昇率の高い都門で
　　　（B〕部門は逆に最も生産性上昇率の低い部門。
　　2　伊東，前掲書．皿121より。
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て
は
、
ω
都
門
で
生
産
性
の
上
昇
・
コ
ス
ト
低
下
が
あ
れ
ぱ
、
ω

部
門
の
価
格
は
供
給
増
↓
売
り
手
間
競
争
の
激
化
を
経
て
下
落
し

（
a
↓
4
）
、
生
産
性
上
昇
率
の
相
対
的
に
低
い
㈲
部
門
と
の
相
対

価
楮
の
修
正
は
冒
リ
大
き
な
生
産
性
の
変
化
が
生
じ
た
部
門
の
ヨ

リ
大
き
な
価
格
変
化
に
よ
ウ
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
代
資
本

主
義
下
に
あ
っ
て
は
、
仮
に
独
占
都
門
ω
に
お
い
て
生
産
性
の
上

昇
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
価
格
は
価
値
低
下
に
対
応
し
て
下
が
る

の
で
は
な
く
硬
直
的
に
維
持
さ
れ
、
生
産
性
上
昇
率
格
差
に
起
因

す
る
相
対
価
格
の
修
正
は
、
生
産
性
上
昇
率
の
低
い
㈲
部
門
の
価

格
が
上
昇
す
る
こ
と
（
b
↓
y
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
自
由
競

争
下
に
あ
っ
て
は
、
相
対
価
椿
は
b
l
a
ヲ
イ
ン
か
ら
げ
1
♂
ラ

イ
ン
ヘ
推
移
す
る
の
に
対
し
て
、
ω
部
門
で
の
独
上
］
の
成
立
に
伴

い
相
対
価
格
ラ
イ
ン
は
甘
－
ゴ
ラ
イ
ン
ヘ
推
移
す
る
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
独
占
都
門
㈹
に
お
い
て
は
価
椅
は
4
か
ら
a
へ
吊
り

上
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
非
独
占
部
門
㈲
で
は
価
椿
は
b
か
ら

げ
へ
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
フ
レ

説
」
は
、
典
型
的
に
は
昭
和
三
五
年
か
ら
石
油
シ
目
ヅ
ク
の
期
間

に
お
い
て
見
ら
れ
た
こ
の
げ
ー
〆
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
対
価
椿
修
正

　
、
　
　
、

の
事
態
を
先
の
三
本
柱
、
す
な
わ
ち
、
独
占
部
門
で
の
独
占
的
価

格
吊
り
上
げ
に
よ
る
超
過
利
潤
の
発
生
と
そ
の
一
部
賃
金
へ
の
転

化
↓
賃
金
の
高
位
平
準
化
↓
非
独
占
部
門
で
の
賃
金
コ
ス
ト
・
プ

ッ
シ
ュ
に
よ
る
価
椿
上
昇
と
。
い
う
論
理
に
よ
っ
て
把
握
す
る
の
で

あ
る
。
　
i

　
伊
東
モ
デ
ル
の
べ
ー
ス
を
な
す
「
生
産
性
変
化
率
樒
差
イ
ン
フ

レ
説
」
の
本
質
は
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

自
由
競
争
段
階
の
場
合
と
の
相
違
は
、
独
占
部
門
に
お
い
て
も
非

独
占
都
門
に
お
い
て
も
供
給
側
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
独
占

部
門
ω
に
お
い
て
も
、
非
独
占
都
門
㈲
に
お
い
て
も
、
供
給
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
ウ
て
、
価
楮
の
高
位
安
定
化
な
り
価
格
の
上

昇
が
生
ず
る
と
把
握
さ
れ
る
。
独
占
都
門
ω
に
お
い
て
は
、
生
産

性
の
上
昇
、
目
ス
ト
低
下
に
よ
り
本
来
な
ら
ぱ
供
給
曲
線
は
下
方

に
シ
フ
ト
化
し
、
供
給
価
椿
は
低
下
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
が
、

マ
ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
が
独
占
的
市
場
支
配
カ
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
、

供
給
曲
線
は
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ

る
。
独
占
力
の
行
使
な
き
場
合
に
は
下
方
に
シ
フ
ト
し
た
で
あ
ろ

う
供
給
曲
線
と
の
比
較
で
言
え
ぱ
、
供
給
曲
線
は
事
実
上
、
上
方

に
シ
フ
ト
さ
れ
、
供
給
価
格
の
吊
り
上
げ
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
非
独
占
都
門
に
お
い
て
は
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
に
伴
う

コ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
に
よ
り
限
界
生
産
費
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、

供
給
曲
線
が
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
よ
っ
て
供
給
価
格
が
上
昇
す
る
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こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
の
過
程
で

供
給
量
の
減
少
が
生
じ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
非
独
占
部
門
で

は
「
弱
小
企
葉
が
淘
汰
さ
れ
」
（
同
書
、
一
二
一
員
）
、
「
限
界
企

菜
が
脱
落
す
る
か
」
（
高
須
賀
、
前
掲
書
、
二
一
四
頁
）
、
あ
る
い

は
「
た
ま
た
ま
滅
価
償
却
の
満
期
に
達
し
て
設
備
の
更
新
に
せ
ま

ら
れ
て
い
る
企
業
が
、
他
に
有
利
な
利
殖
の
分
野
を
求
め
て
資
本

を
逃
避
さ
せ
る
」
（
同
）
こ
と
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
独
占
的
マ

ー
ク
．
ア
ッ
プ
率
の
吊
り
上
げ
に
よ
る
独
占
部
門
で
の
供
給
曲
線

の
実
質
的
上
方
シ
フ
ト
は
、
高
賃
金
の
発
生
と
そ
の
非
独
占
部
門

㈲
へ
の
波
及
に
よ
り
非
独
占
部
門
で
の
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

を
不
可
避
と
し
、
こ
う
し
て
独
占
、
非
独
占
い
ず
れ
の
都
門
に
お

い
て
も
供
給
曲
線
は
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
価
格
の
上
昇
、
イ
ン
フ

レ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
二
部
門
モ
デ
ル
「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
フ
レ
説
」

が
、
独
占
部
門
と
非
独
占
都
門
と
で
は
そ
の
根
拠
が
異
な
る
と
は

い
え
い
ず
れ
に
お
い
て
も
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
価

格
水
準
の
下
方
硬
直
性
、
上
昇
バ
イ
ア
ス
を
説
く
コ
ス
ト
・
プ
ッ

シ
ュ
理
論
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
「
生
産
性
変
化
率
椿
差
イ
ン
フ
レ

説
」
は
、
前
節
で
示
し
た
単
純
な
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
説
と
同
じ

欠
陥
を
有
す
る
。
「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
フ
レ
説
」
に
従
え

ぱ
、
各
需
要
曲
線
所
与
の
下
で
、
独
占
部
門
で
は
、
生
産
性
上
昇

に
合
わ
せ
て
の
マ
ー
ク
・
ア
ヅ
プ
率
の
吊
り
上
げ
に
よ
る
供
給
曲

線
の
実
質
的
上
方
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
、
人
為
的
上
方
シ
フ
ト
が
な

い
場
合
の
競
争
均
衡
生
産
水
準
か
ら
の
生
産
の
下
方
背
離
が
発
生

し
、
ま
た
非
独
占
都
門
に
お
い
て
は
、
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

に
よ
っ
て
生
産
の
縮
小
、
縮
小
再
生
産
が
発
生
す
る
。
こ
の
生
産
、

従
っ
て
雇
用
不
均
衡
の
拡
大
、
不
況
状
態
の
深
刻
化
は
、
所
得
の

減
少
・
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
需
要
曲
線
の
下
方
シ
フ
ト
を
不
可

避
と
し
、
さ
ら
に
は
、
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
要
因
で
あ
る
マ

ー
ク
．
ア
ヅ
プ
率
の
独
占
的
吊
り
上
げ
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
そ

の
も
の
を
困
難
と
し
よ
う
。
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
従
え
ぱ
、

不
況
状
態
の
進
展
に
伴
い
物
価
の
累
積
的
上
昇
は
不
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
と
し
て
の
「
生

産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
フ
レ
説
」
が
孕
む
欠
陥
を
回
避
す
べ
く
、

伊
東
氏
は
、
自
説
の
ぺ
ー
ス
と
す
る
「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン

フ
レ
説
」
に
さ
ら
に
需
要
要
因
を
加
え
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
と

デ
ィ
マ
ン
ド
．
プ
ル
の
統
合
を
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

要
要
因
と
は
、
独
占
と
共
に
現
代
資
本
主
義
を
支
え
る
も
う
一
つ

の
柱
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
で
あ
る
。
伊
東
氏
に
よ
れ
ぱ
、
戦
後
ケ
イ
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ン
ズ
政
策
が
定
着
化
し
、
「
た
え
ず
需
要
額
を
増
加
さ
せ
資
本
の

完
全
利
用
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
策
が
安
定
化
政
策
と
し
て
ビ
ル

ド
・
イ
ン
さ
れ
」
（
伊
東
、
前
掲
書
、
一
〇
三
頁
）
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
際
、
政
策
当
局
は
「
需
要
増
加
の
政
策
目
標
を
価
椿

が
不
変
と
い
う
こ
と
に
お
い
た
」
（
同
）
。
つ
ま
り
、
仮
に
、
国
民

所
得
に
占
め
る
投
資
の
割
合
を
α
％
、
投
資
一
単
位
の
結
果
増
加

す
る
供
給
能
カ
加
（
生
産
数
量
0
×
価
椿
ρ
）
を
b
％
と
す
れ
ぱ
、

国
民
所
得
γ
の
下
で
、
毎
期
ω
×
b
％
の
供
給
能
カ
ハ
の
増
加
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、
政
策
当
局
は
、
供
給
価
椿
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

一
定
と
い
う
前
提
の
下
で
供
給
能
カ
加
の
増
加
を
想
定
し
、
そ
の

想
定
供
給
能
カ
〃
に
見
合
う
だ
け
の
有
効
需
要
が
の
保
証
に
努
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
政
府
の
有
効
需
要
政
策
に
よ
り
価
格

は
戸
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
生
産
性
上
昇
に
よ
る
個

格
下
落
効
果
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
資
本
設
備
の
完
全
利
用
を
保
証
す

る
に
は
、
価
椿
戸
一
定
と
い
う
想
定
の
下
で
算
出
さ
れ
た
有
効
需

要
び
は
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
有
効
需
要
が
が

政
策
的
に
創
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
価
格
は
戸
の
ま
ま
に
保
た
れ
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
需
要
政
策
は
、
第
一
に
、
独
占
部
門
に
お
け
る
価
格
の
実

質
的
吊
り
上
げ
に
対
す
る
需
要
面
で
の
支
持
要
因
と
な
る
。
「
経
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済
成
長
を
適
正
な
率
に
誘
導
す
る
と
い
う
に
は
、
卸
売
物
価
が
安

定
的
で
あ
る
程
度
に
需
給
を
調
整
さ
せ
る
よ
う
な
成
長
率
が
と
ら

れ
や
す
い
L
、
（
同
書
、
二
一
七
頁
）
。
卸
売
物
価
は
大
企
業
製
品

の
価
椿
を
ヨ
リ
強
く
反
映
す
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
は
独
占
価
格

の
下
方
硬
直
性
を
可
能
と
し
、
独
占
価
格
の
実
質
的
吊
り
上
げ
を

容
易
に
す
る
環
境
を
作
り
出
す
。
「
一
見
物
個
安
定
を
前
提
と
し

て
た
て
ら
れ
た
需
要
政
策
が
実
は
経
済
全
体
と
し
て
は
寡
占
な
い

し
独
占
的
分
野
の
超
過
利
潤
を
固
定
化
さ
せ
る
需
要
面
で
の
支
え
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と
な
〔
る
〕
L
（
同
）
。
第
5
図
は
独
占
都
門
に
お
け
る
供
給
価
楮

の
独
占
的
吊
り
上
げ
と
そ
れ
に
対
す
る
需
要
政
策
に
よ
る
フ
ォ
ロ

ー
、
両
者
の
緒
合
に
基
づ
く
価
格
上
昇
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
。
自

由
競
争
下
で
あ
れ
ば
、
生
産
性
の
上
昇
、
コ
ス
ト
低
下
に
よ
り
供

給
曲
線
は
8
か
ら
ポ
ヘ
下
方
シ
フ
ト
し
、
価
格
は
片
か
ら
巧
へ
低

下
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
独
占
は
そ
の
市
場
支
配
カ
に
基
づ
い
て
マ

ー
ク
・
ア
ッ
プ
率
の
吊
り
上
げ
、
供
給
曲
線
の
ガ
か
ら
ぷ
へ
の
吊

り
上
げ
を
計
る
。
他
方
、
そ
の
過
程
で
同
時
に
、
国
家
は
ケ
イ
ン

ズ
政
策
に
よ
っ
て
独
占
的
価
格
吊
り
上
げ
を
支
え
る
べ
く
有
効
需

要
を
創
出
し
、
需
要
曲
線
刀
の
〃
へ
の
上
方
シ
フ
ト
を
実
現
す
る
。

供
給
曲
線
、
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
り
、
生
産
・
雇
用
不

均
衡
の
拡
大
を
伴
う
こ
と
な
く
、
独
占
価
椿
は
生
産
性
上
昇
後
に

お
い
て
も
片
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
、
つ
ま
り
巧
か
ら
片
へ
独
占
価

格
は
実
質
的
に
吊
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
は
、
非
独
占
価
楕
の
上
昇
に
際
し
て

も
、
そ
の
不
可
欠
の
需
要
支
持
要
因
と
な
る
。
伊
東
モ
デ
ル
に
お

い
て
、
非
独
占
部
門
で
の
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
賃
金
の
高

位
平
準
化
を
根
拠
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
高
位
平
準
化
は
労

働
市
場
が
完
全
雇
用
に
近
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
「
賃
金
が
高

い
分
野
に
引
上
げ
ら
れ
る
ー
高
位
平
準
化
－
…
が
お
こ
る
た
め
に

は
、
失
業
率
が
少
な
く
、
か
な
り
の
程
度
完
全
雇
用
に
近
い
姿
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
不
可
能
で
あ
る
」
（
同
書
、
ニ
ニ
O
員
）
。

こ
の
高
位
平
準
化
成
立
の
た
め
の
条
件
を
保
証
す
る
の
が
有
効
需

要
政
策
で
あ
る
。
再
三
論
じ
た
よ
う
に
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
に

起
因
す
る
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
生
産
・
雇
用
の
削
減
、

従
っ
て
需
要
曲
線
の
下
方
シ
フ
ト
を
も
不
可
避
と
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
有
効
需
要
政
策
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ぱ
下
方
に
シ
フ
ト
し

た
で
あ
ろ
う
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
よ
っ
て
供
給
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
下
に
あ
っ
て
も
生
産
・
雇
用
の
縮
小
不
均
衡
の
発

生
を
阻
止
し
、
経
済
を
完
全
雇
用
状
態
に
維
持
し
、
賃
金
の
高
位

平
準
化
を
可
能
と
す
る
。
需
要
曲
線
の
政
策
的
上
方
シ
フ
ト
が
供

給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
保
証
し
、
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
伊
東
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て

も
供
給
曲
線
と
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
り
価
格
が
競
り
上

げ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
特
質
を
供
給
側
に
つ
い
て
は

独
占
的
市
場
構
造
下
で
発
生
す
る
「
生
産
性
変
化
率
格
差
イ
ン
フ

レ
説
」
で
把
握
し
、
需
要
面
に
つ
い
て
は
ケ
イ
ン
ズ
政
策
で
把
握

す
る
伊
東
イ
ン
フ
レ
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
レ
説
を
集
体
成

す
る
、
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
と
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
と
の
統
合
モ

205



一橋論叢 第98巻 第2号　（60）

デ
ル
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
o

（
1
）
　
シ
ュ
ル
ツ
は
「
現
代
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
い
て
は
物
価
と
賃
金

　
は
趨
過
需
要
が
あ
れ
ぱ
一
般
に
上
方
に
伸
縮
的
で
あ
る
が
、
下
方

　
に
は
硬
直
的
」
（
O
．
－
ω
9
己
冨
9
完
雨
§
ミ
ト
ミ
畠
、
｝
§
ぎ
§
雨

　
§
き
軋
9
§
章
o
o
ヰ
邑
｝
市
陣
勺
耐
『
2
ρ
H
二
冒
言
一
g
目
8
昌
昌
－
o

O
O
昌
邑
蓋
9
ω
旨
身
9
向
昌
せ
o
｝
昌
昌
戸
9
暑
葺
彗
O
勺
・
ぎ

　
■
睾
巴
9
－
湯
P
勺
■
O
o
．
蘭
中
宏
訳
『
イ
ン
7
レ
ー
シ
目
ン
論
』
挙
文

　
社
、
一
九
七
八
年
、
第
七
章
に
一
部
所
収
、
一
四
六
頁
）
で
あ
り
、

　
そ
の
場
合
、
「
築
計
的
超
過
需
要
」
（
日
〕
声
訳
一
四
五
頁
）
が
存
在
し

　
な
い
場
合
で
も
所
与
の
生
産
構
成
の
下
で
「
需
要
構
成
上
の
急
激
な

　
変
化
」
（
H
ま
旦
二
〇
・
P
訳
一
四
八
頁
）
に
伴
っ
て
特
定
分
野
に
「
趨

　
過
需
要
」
（
冒
声
）
が
発
生
す
れ
ぱ
、
イ
ン
フ
レ
が
発
生
す
る
と
説

　
く
。
な
ぜ
な
ら
、
部
分
的
超
過
需
要
発
生
部
面
で
は
、
価
楕
・
賃
金

　
が
上
昇
し
、
ま
た
超
過
需
要
が
発
生
し
て
い
な
い
部
面
で
は
価
格
、

　
賃
金
は
下
方
に
硬
直
性
を
示
す
た
め
、
平
均
的
個
楕
・
賃
金
水
準
は

上
昇
し
、
以
後
、
平
均
的
価
樒
・
賃
金
の
上
昇
が
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ

　
ュ
要
因
と
な
っ
て
コ
ス
ト
と
物
価
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上
昇
が
発
生
す

　
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
に
、
価
格
の
下
方
硬
直
性
は
独
占

　
の
成
立
を
前
提
と
す
る
が
、
す
べ
て
の
部
門
で
独
占
化
の
想
定
は
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

実
的
妥
当
性
を
欠
く
。
第
二
に
、
全
体
と
し
て
の
超
過
需
要
が
存
在

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
し
な
い
と
い
う
前
提
と
超
過
需
要
が
発
生
し
て
い
な
い
部
門
で
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

裕
の
下
方
硬
直
性
の
想
定
と
は
矛
盾
す
る
。
金
体
と
し
て
の
超
過
需

要
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
部
門
で
超
過
需
要
が
発
生
し
て
い
る

　
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
部
門
で
は
需
要
不
足
が
生
じ
て
い
る
は
ず
で
、

　
そ
の
需
要
不
足
部
門
で
は
た
と
え
独
占
と
い
え
ど
も
個
格
を
硬
直
的

　
に
維
持
す
る
こ
と
は
鵠
来
な
い
。

（
2
）
■
．
O
．
寄
着
〇
一
量
、
、
幸
晶
。
黒
ぎ
皇
畠
≡
ρ
－
目
旨
匡
昌
一
、
、

　
§
恕
一
、
ミ
ミ
3
、
、
9
ξ
§
込
、
、
＆
§
ミ
ミ
ミ
一
H
温
“
勺
や
－
－
ω
1

　
弁
参
照
。

（
3
）
　
高
須
賀
義
博
『
現
代
価
格
体
系
論
序
説
』
岩
波
書
店
、
一
九
六

　
五
年
、
第
二
篇
第
三
章
参
照
。

四
　
伊
東
統
合
説
の
眼
界

　
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
に
従
え
ぱ
、
イ
ン
フ
レ
が
続
く
限
り
経

済
は
完
全
雇
用
に
向
い
続
け
い
ず
れ
超
完
全
雇
用
状
態
に
行
き
着

く
。
反
対
に
、
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
に
従
え
ぱ
、
イ
ン
フ
レ
が

続
く
限
り
経
済
は
完
全
雇
用
か
ら
下
方
へ
の
背
離
を
絶
え
ず
拡
大

さ
せ
て
行
く
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
下
に
あ

っ
て
も
、
国
民
経
済
は
失
業
率
の
一
定
の
変
動
範
囲
内
に
お
い
て

循
環
的
変
動
を
繰
り
返
し
、
好
況
あ
る
い
は
不
況
を
一
方
的
に
累

積
さ
せ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
現
実
の
事
態
そ
の
も
の
が
需
要
、

供
給
両
側
面
の
同
時
的
考
察
を
要
求
す
る
。
仮
に
、
平
均
的
失
業

率
を
α
％
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
α
％
失
業
率
の
下
で
需
要
曲
線
、
供

給
曲
線
が
相
亙
上
方
シ
フ
ト
を
操
り
返
し
、
物
個
水
準
が
累
積
的
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に
上
昇
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
課
題
は
、
そ
の
需
要
曲
線
、
供
給

曲
線
の
相
互
上
方
シ
フ
ト
を
ど
う
解
く
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

わ
れ
わ
れ
も
伊
東
氏
と
同
様
、
「
協
調
的
寡
占
市
場
下
の
大
企
業

の
行
動
」
と
そ
の
全
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
ど
う
把
握
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
問
題
の
枢
要
を
な
す
と
考
え
る
。
問
題
は
具
体
的
に
独
占
的
協

調
行
動
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
ど
う
把
握
す
る
か
で
あ
る
。
本
節

で
は
、
伊
東
統
合
モ
デ
ル
を
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
の
隈
界
を
明

ら
か
に
す
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
伊
東
氏
は
、
大
企
業
の
協
調
行
動
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
全
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
呉
体
的
に
は
「
生
産
性
変
化
率
格

差
イ
ン
フ
レ
説
」
と
し
て
把
握
し
た
が
、
そ
れ
は
O
独
占
的
超
過

利
潤
の
発
生
と
そ
の
一
都
賃
金
へ
の
転
化
（
高
賃
金
の
発
生
）
、

⇔
非
独
占
部
門
の
賃
金
の
高
位
平
準
化
、
目
賃
金
コ
ス
ト
・
プ
ヅ

シ
ュ
に
よ
る
非
独
占
価
椿
の
上
昇
、
以
上
の
三
本
柱
を
そ
の
骨
子

と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
伊
東
統
合
モ
デ
ル
は
そ
の
三
本
柱
と
第
四

の
需
要
面
で
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
の
計
四
本
柱
か
ら
な
る
。

　
伊
東
統
合
モ
デ
ル
の
最
大
の
難
点
は
そ
の
第
二
、
第
三
の
柱
、

つ
ま
り
「
生
産
性
変
化
率
椿
差
イ
ン
フ
レ
説
」
に
よ
る
非
独
占
価

格
上
昇
の
説
明
に
あ
る
。
失
業
率
が
低
下
す
る
好
況
状
態
の
下
で

は
、
確
か
に
独
占
的
犬
企
業
と
非
独
占
的
中
小
企
業
の
間
の
賃
金

格
差
は
縮
小
し
よ
う
。
実
際
、
昭
和
三
五
年
以
降
し
ぱ
ら
く
の
閲
、

中
小
企
業
の
賃
金
上
昇
率
は
大
企
業
の
そ
れ
を
上
回
り
、
賃
金
楮

差
の
縮
小
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
を
経
験
し
た
。
し
か
し
、
賃
金

の
高
位
平
準
化
は
、
労
働
市
場
の
動
向
の
み
な
ら
ず
、
非
独
占
価

格
・
利
潤
の
動
向
ぬ
き
に
は
語
り
得
な
い
。
「
生
産
性
変
化
率
格

菱
イ
ン
フ
レ
説
」
は
、
非
独
占
価
格
上
昇
の
前
提
・
原
因
と
し
て

賃
金
の
高
位
平
準
化
を
説
く
が
、
因
果
関
係
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
高
位
平
準
化
と
は
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
賃
金
格
差
、

い
わ
ゆ
る
二
重
構
造
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
れ
ぱ
明
ら
か
で

あ
る
。
二
重
構
造
は
、
直
接
に
は
、
非
独
占
部
門
の
利
潤
稼
得
カ

の
相
対
的
脆
弱
性
、
つ
ま
り
賃
金
支
払
能
カ
の
相
対
的
欠
如
の
産

　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

物
で
あ
る
。
別
稿
で
見
た
よ
う
に
、
中
小
企
業
が
大
企
業
並
の
賃

金
を
支
払
う
と
す
れ
ぱ
、
利
潤
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
労
働
市
場
に
お
い
て
賃
金
の
高
位
平
準
化
圧
力
が
存
在
す
る

と
し
て
も
、
中
小
企
業
の
側
で
、
支
払
カ
に
余
裕
が
な
け
れ
ぱ
、

賃
金
引
き
上
げ
要
求
に
は
応
じ
得
な
い
。
非
独
占
価
格
・
利
潤
の

上
昇
・
賃
金
支
払
能
カ
の
改
善
に
よ
っ
て
賃
金
の
高
位
平
準
化
が

可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
非
独
占
価
格
上
昇
の
論
証
の
前
提
と

し
て
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
を
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
仮
に
、
「
適
正
な
率
の
利
潤
」
が
生
産
費
の
一
構
成
要
素
、
項
目
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で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
高
位
平
準
化
と
そ
の
こ
と
に
よ
る
価
格
上
昇

の
論
証
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
「
適
正
な
率
の
利
潤
」
が
生
産
費
の

一
構
成
要
素
で
あ
れ
ぱ
、
賃
金
が
上
が
っ
て
も
利
潤
は
減
少
す
る

こ
と
な
く
価
格
が
上
昇
し
よ
う
。
従
っ
て
ま
た
、
そ
の
場
合
、
賃

金
上
昇
に
対
し
て
は
何
の
制
約
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
原
材

料
、
労
賃
等
イ
ン
プ
ヅ
ト
価
格
は
、
ア
ウ
ト
プ
ヅ
ト
価
格
に
先
だ

っ
て
事
前
に
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
利
潤
は
そ
う
で
は
な
い
。
「
適

正
な
率
の
利
潤
」
が
予
め
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ぱ
・
利
潤

の
変
動
は
生
じ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
利
潤
は
絶
え

ず
変
動
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
材
料
、
労
賃
コ
ス
ト
が
ま
ず
与
え

ら
れ
た
上
で
次
に
市
場
に
お
い
て
ア
ウ
ト
プ
ヅ
ト
価
格
が
決
定
さ

れ
、
し
か
る
後
に
初
め
て
利
潤
が
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
利

潤
の
源
泉
と
し
て
の
剰
余
個
値
に
つ
い
て
見
て
も
、
剰
余
価
値
は

労
働
時
間
が
必
要
労
働
時
間
を
越
え
る
そ
の
延
長
の
程
度
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
初
め
か
ら
「
適
正
な
率
」
の
剰
余

価
値
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
個
別
資
本
に
と
っ
て

は
、
利
潤
は
、
予
め
決
め
ら
れ
た
原
材
料
・
労
賃
コ
ス
ト
と
生
産

物
の
市
場
価
格
と
の
「
残
差
」
と
し
て
与
え
ら
れ
・
そ
れ
ゆ
え
賃

金
上
昇
が
あ
れ
ぱ
そ
の
分
「
残
差
」
は
滅
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
利
潤
が
「
残
差
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
各
個
別
資
本
は
そ
の

「
残
差
」
を
拡
大
す
べ
く
労
賃
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
を
含
む
合
理

化
を
絶
え
ず
追
求
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
独
占
部
門
と
非
独

占
部
門
の
間
に
賃
金
椿
差
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
「
残
差
」
を

決
定
す
る
一
方
の
市
場
価
格
条
件
が
一
定
不
変
の
ま
ま
で
あ
る
と

す
れ
ぱ
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
賃
金
の
高
位
平
準

化
は
実
現
し
え
な
い
。
非
独
占
価
格
の
上
昇
に
よ
り
「
残
差
」
が

拡
犬
す
れ
ぱ
、
そ
の
結
果
と
し
て
賃
金
の
高
位
平
準
化
が
可
能
と

な
る
の
で
あ
る
。

　
伊
東
氏
は
、
労
賃
の
高
位
平
準
化
が
無
条
件
的
に
成
立
す
る
の

で
は
な
く
、
高
雇
用
状
態
の
下
で
初
め
て
実
現
す
る
と
主
張
さ
れ

る
。
「
労
働
市
場
が
完
全
雇
用
に
近
い
こ
と
〔
が
〕
－
…
賃
金
の
高

位
平
準
化
の
動
き
を
支
え
て
い
る
」
（
伊
東
、
前
掲
書
、
＝
二
〇

頁
）
。
確
か
に
、
労
働
市
場
が
完
全
雇
用
に
近
け
れ
ぱ
、
労
働
者

側
は
対
資
本
上
労
賃
交
渉
に
お
い
て
優
位
に
立
つ
。
需
要
に
対
し

供
給
が
相
対
的
に
不
足
す
れ
ぱ
、
売
り
手
側
は
労
賃
価
格
決
定
交

渉
を
ヨ
リ
有
利
に
展
開
す
る
。
し
か
し
、
再
三
述
べ
た
よ
う
に
・

労
働
者
側
の
賃
金
の
高
位
平
準
化
要
求
は
非
独
上
］
資
本
の
側
の
支

払
能
カ
を
待
っ
て
初
め
て
実
現
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
で
、

労
働
市
場
が
完
金
雇
用
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
製
品
市

場
も
好
況
状
態
に
あ
り
、
従
っ
て
非
独
占
部
門
に
お
い
て
賃
金
支
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払
能
カ
に
余
裕
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
伊

東
氏
が
、
賃
金
高
位
平
準
化
の
前
提
条
件
と
し
て
高
雇
用
状
態
を

想
定
し
た
時
、
そ
の
想
定
は
同
時
に
製
品
市
場
で
の
非
独
占
価
格

上
昇
の
想
定
を
も
含
む
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
雇
用
状
態
下
で
の
賃
金

の
高
位
乎
準
化
の
動
き
は
、
伊
東
氏
の
主
張
と
は
逆
に
、
賃
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

高
位
平
準
化
が
非
独
占
価
格
上
昇
の
原
因
で
は
な
く
、
市
場
活
況

下
で
の
非
独
占
価
格
上
昇
の
結
果
で
あ
る
こ
と
の
証
左
を
な
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
現
代
イ
ン
フ
レ
は
、
時
と
し

て
リ
セ
ヅ
シ
ョ
ン
期
に
あ
っ
て
も
物
価
水
準
の
上
昇
が
続
く
こ
と

を
一
つ
の
特
徴
と
す
る
が
、
こ
の
不
況
期
の
価
格
上
昇
と
伊
東
モ

デ
ル
と
は
少
な
く
と
も
非
独
占
価
格
に
関
す
る
限
り
矛
盾
し
よ
う
。

伊
東
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
非
独
占
価
格
の
上
昇
は
賃
金
の
高
位

平
準
化
を
不
可
欠
の
前
提
と
し
、
し
か
も
そ
の
高
位
平
準
化
は
労

働
市
場
の
高
雇
用
状
態
を
条
件
と
す
る
が
、
リ
セ
ヅ
シ
冨
ン
期
に

あ
っ
て
は
当
該
労
働
市
場
条
件
が
成
立
せ
ず
、
従
っ
て
賃
金
の
高

位
平
準
化
も
実
現
し
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
非
独
占
価
格
の

上
昇
が
賃
金
プ
ッ
シ
ュ
と
し
て
生
ず
る
も
の
と
す
れ
ぱ
、
賃
金
上

昇
が
発
生
し
え
な
い
リ
セ
ヅ
シ
目
ン
期
に
何
故
物
価
が
上
昇
す
る

の
か
説
明
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
実
を
見
れ
ぱ
、
第
一
次
石
油

シ
目
ツ
ク
以
降
の
経
済
成
長
率
の
低
下
に
続
く
一
九
八
六
年
以
降

の
円
高
不
況
に
よ
り
、
こ
の
間
失
業
率
が
着
実
に
上
昇
し
、
そ
の

た
め
賃
金
格
差
構
造
の
解
消
が
頓
挫
し
、
逆
に
格
差
が
再
ぴ
拡
大

傾
向
を
示
す
中
で
、
し
か
も
円
高
に
よ
る
輸
入
原
材
料
価
格
の
大

幅
な
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
な
お
も

プ
ラ
ス
の
値
を
維
持
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
非
独
占
価
格
の
上
昇
．

が
労
賃
上
昇
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
主
張

を
否
定
す
る
。
賃
金
プ
ヅ
シ
ュ
に
よ
ら
な
い
非
独
占
価
椿
上
昇
の

説
明
が
な
お
残
さ
れ
た
課
題
を
な
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
伊
東
統
合
モ
デ
ル
の
第
二
、
第
三
の
柱
が
成
立
し

な
い
こ
と
を
見
た
が
、
残
る
第
一
、
第
四
の
柱
に
つ
い
て
も
看
過

し
得
な
い
間
題
点
を
残
す
。
伊
東
氏
は
、
第
一
の
柱
で
独
占
価
格

を
「
参
入
阻
止
価
格
」
（
同
書
、
六
九
頁
）
と
規
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
参
入
阻
止
個
格
論
は
、
そ
の
中
心
論
点
を
な
す
参
入
障
壁

（
例
え
ぱ
規
模
の
経
済
）
の
位
置
付
け
に
お
い
て
根
本
的
問
題
を

残
す
。
参
入
阻
止
価
格
論
は
、
参
入
障
壁
の
存
在
を
ま
ず
最
初
に

前
提
し
、
そ
の
下
で
障
壁
の
許
す
範
囲
内
で
独
占
的
諸
企
業
が
供

給
制
限
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
価
樒
吊
り
上
げ
を
行
う
と
説
く

の
で
あ
る
が
、
参
入
障
壁
は
価
格
吊
り
上
げ
の
前
提
条
件
で
は
な

く
、
ま
た
供
給
制
限
に
つ
い
て
も
そ
の
実
際
の
含
意
は
参
入
阻
止

価
格
論
の
説
く
と
こ
ろ
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
価
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格
吊
り
上
げ
は
、
供
給
制
限
に
よ
っ
て
で
は
な
く
価
格
カ
ル
テ
ル

に
基
づ
く
部
門
内
競
争
制
限
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
第
二
に
、
独

占
都
門
で
の
カ
ル
テ
ル
価
楕
の
吊
り
上
げ
は
、
独
占
的
超
過
利
潤

の
発
生
の
緒
果
と
し
て
、
独
占
部
門
に
お
い
て
過
剰
蓄
横
・
過
剰

供
給
を
必
然
化
す
る
が
、
そ
の
過
剰
蓄
稜
・
過
剰
供
給
こ
そ
が
一

方
で
独
占
価
格
維
持
の
た
め
の
供
給
制
限
を
不
可
避
と
し
、
ま
た

同
時
に
他
方
で
参
入
障
壁
と
な
る
。
供
給
制
限
、
参
入
障
壁
は
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
価
格
吊
り
上
げ
の
結
果
で
あ
っ
て
そ
の
原
因
、
前

提
で
は
な
い
（
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
独
占
価
椿
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
『
土
地
制
度
史
学
』
9
4
、
一
九
八
二
年
一
月
参
照
）
。

　
最
後
に
、
伊
東
統
合
モ
デ
ル
の
第
四
の
柱
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
に

よ
る
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
の
説
明
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
デ
ィ

マ
ン
ド
・
プ
ル
説
に
対
す
る
第
一
の
批
判
が
こ
の
場
合
に
も
妥
当

す
る
。
ケ
イ
ン
ズ
政
策
、
具
体
的
に
は
「
財
政
赤
字
」
（
同
書
、
九

五
頁
）
は
、
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
要
因
と
な
る
。
し
か
し
、

財
政
赤
字
に
よ
っ
て
は
現
に
進
行
中
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

の
一
都
、
部
分
を
説
明
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
－
表
で
示
し
た

よ
う
に
、
G
N
P
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
上
昇
率
は
、
昭
和
三
〇
年
代

は
三
三
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
％
を
除
き
大
方
四
％
～
五
％
を

示
し
、
四
〇
年
度
以
降
五
三
年
度
ま
で
は
五
％
を
上
回
る
。
ま
た
、

こ
の
間
、
消
費
者
物
価
は
昭
和
三
三
年
を
除
き
一
貫
し
て
プ
ラ
ス

の
値
を
示
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
政
府
償
務
純
増
対
G
N
P
比

は
、
昭
和
三
〇
年
代
で
は
、
三
三
年
度
．
（
一
・
五
％
）
、
三
九
年
度

（
一
・
四
％
）
を
除
け
ぱ
、
一
％
以
下
か
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
国

償
の
発
行
が
再
開
さ
れ
た
昭
和
四
〇
年
代
で
も
最
高
で
四
九
年
度

の
五
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
昭
和
四
六
年
度
を
除
く
第

一
次
石
油
シ
目
ツ
ク
ま
で
の
期
間
、
政
府
債
務
純
増
額
が
G
N
P

の
イ
ン
フ
レ
膨
脹
額
に
一
致
し
た
こ
と
は
な
く
、
前
者
は
後
者
の

一
都
を
占
め
る
に
留
ま
る
。
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
つ
い
て

も
、
国
家
の
有
効
需
要
政
策
と
は
別
に
、
独
占
資
本
主
義
固
有
の

上
方
シ
フ
ト
の
論
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
以
上
、
伊
東
統
合
モ
デ
ル
は
、
イ
ン
フ
レ
過
程
を
供
給
曲
線
、

需
要
曲
線
相
互
上
方
シ
フ
ト
と
し
て
供
給
、
需
要
両
側
面
か
ら
把

握
す
る
と
い
う
視
点
に
お
い
て
、
さ
ら
に
両
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

を
独
占
の
価
椿
政
策
と
ケ
イ
ン
ズ
政
策
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る

視
点
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た

視
点
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
ま
だ
難
点
を
残
す
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、
伊
東
モ
デ
ル
は
、
第
一
に
、
独
占
価
格
を
参

入
阻
止
価
格
と
規
定
し
、
第
二
に
、
賃
金
の
高
位
平
準
化
を
非
独
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占
価
格
上
昇
の
結
果
で
は
な
く
原
因
と
す
る
点
に
お
い
て
、
第
三

に
、
有
効
需
要
政
策
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
需
要
曲
線
の
上
方

シ
フ
ト
を
未
だ
現
代
資
本
主
義
固
有
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
し
え

て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
な
お
問
題
を
残
す
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
　
拙
稿
「
重
化
学
工
業
化
と
二
重
構
造
」
「
一
橋
論
叢
』
8
8
－

　
　
3
、
一
九
八
二
年
九
月
号
、
第
7
表
参
照
。

宜
　
独
占
価
格
イ
ン
フ
レ
説
の
意
義

　
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
説
に
対
す
る
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ュ
説
の
定

立
、
さ
。
ら
に
は
伊
東
氏
に
よ
る
両
モ
デ
ル
の
統
合
、
こ
の
統
合
化

に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
モ
デ
ル
は
一
つ
の
完
成
を
見
る
。
し
か
し
、

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
伊
東
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
支
柱
と
な

る
基
本
的
四
論
点
す
べ
て
に
お
い
て
難
点
を
残
し
、
そ
れ
ゆ
え
独

占
、
非
独
占
各
両
部
門
に
お
け
る
供
給
曲
線
、
需
要
曲
線
の
相
互

的
上
方
シ
フ
ト
の
解
明
が
な
お
残
さ
れ
た
課
題
を
な
す
の
で
あ
る
。

以
下
、
残
さ
れ
た
諸
課
題
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
「
独
占
価
椿
イ

ン
フ
レ
説
」
に
よ
る
解
答
を
結
論
的
に
提
示
し
、
よ
っ
て
「
独
占

　
　
　
　
　
　
＾
1
）

価
楕
イ
ン
フ
レ
説
」
が
伊
東
モ
デ
ル
に
代
わ
る
も
う
一
つ
の
現
代

イ
ン
7
レ
説
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
本
稿
の
む
す
ぴ
と
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
詳
し
く
展
開
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
独
占
的
価
格
吊

り
上
げ
の
本
質
は
、
参
入
阻
止
行
動
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
価
格

カ
ル
テ
ル
あ
る
い
は
、
そ
の
バ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ス
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
部
門
内
競
争
制
限
に
あ
る
。
独
古
は
、
カ
ル
テ
ル

に
よ
り
都
門
内
の
三
面
的
競
争
に
お
け
る
売
り
手
間
競
争
を
制
隈

し
、
よ
っ
て
買
い
手
に
対
し
優
位
に
立
ち
価
格
吊
り
上
げ
を
実
現

す
る
。
こ
の
供
給
価
格
の
吊
り
上
げ
を
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト

と
し
て
表
現
す
れ
ぱ
、
独
占
は
カ
ル
テ
ル
行
為
に
よ
っ
て
供
給
曲

線
を
上
方
シ
フ
ト
す
る
の
で
あ
る
（
伊
東
モ
デ
ル
第
一
支
柱
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
）
。

　
独
占
価
椿
の
形
成
は
、
同
時
に
非
独
占
価
格
を
相
対
的
に
不
利

化
し
、
よ
っ
て
杜
会
的
利
潤
配
分
を
修
正
す
る
。
つ
ま
り
、
独
占

価
楮
の
設
定
に
よ
り
平
均
利
潤
体
系
は
崩
壊
し
、
独
占
利
潤
V
非

独
占
利
潤
と
い
う
利
潤
格
差
が
生
ず
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
利
潤
格

差
は
蓄
稜
樒
差
を
も
た
ら
し
、
生
産
個
格
体
系
を
基
準
と
す
れ
ぱ
、

独
占
都
門
で
は
過
剰
蓄
積
、
非
独
占
部
門
で
は
過
少
蓄
積
を
必
然

化
す
る
。
需
要
構
成
一
定
と
す
れ
ば
、
非
独
占
部
門
に
お
け
る
過

少
蓄
稜
、
従
っ
て
過
少
供
給
が
市
場
価
椿
の
上
昇
を
招
く
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
独
占
的
価
格
吊
り
上
げ
は
、
非
独
占
部
門
に

お
い
て
イ
ン
プ
ヅ
ト
価
楕
上
昇
に
よ
る
供
給
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
、

具
体
的
に
は
、
過
少
な
利
潤
配
分
、
過
少
蓄
積
、
過
少
供
給
状
態
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を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
ウ
て
供
給
価
格
の
上
昇
を
不
可
避
と
す
る

の
で
あ
る
。
非
独
占
価
格
の
上
昇
は
、
こ
の
よ
う
に
、
独
占
価
椿

設
定
に
伴
う
利
潤
分
配
格
差
お
よ
ぴ
蓄
積
椅
差
の
産
物
で
あ
り
、

賃
金
の
高
位
平
準
化
の
産
物
で
は
な
い
（
第
二
、
第
三
支
柱
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
）
。

　
さ
ら
に
、
議
論
単
純
化
の
た
め
独
占
部
門
を
生
産
財
都
門
、
非

独
占
部
門
を
消
費
財
部
門
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
非
独
占
価
格
の
上
昇

は
実
質
賃
金
の
低
下
を
招
く
。
実
質
賃
金
の
低
下
が
進
行
し
、
そ

れ
が
労
働
者
の
貨
幣
錯
覚
に
耐
え
得
な
く
な
れ
ぱ
、
労
働
者
は
貨

幣
賃
金
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
よ
う
。
他
方
、
価
格
上
昇
に
よ
る

実
質
賃
金
の
低
下
は
そ
の
分
企
業
に
対
し
で
は
利
潤
幅
を
拡
大
す

る
。
か
く
し
て
、
非
独
占
都
門
に
お
い
て
も
貨
幣
賃
金
引
き
上
げ

要
求
と
支
払
条
件
が
一
致
し
、
貨
幣
賛
金
の
上
昇
が
実
現
す
る
。

貨
幣
賃
金
の
上
昇
は
、
ま
ず
は
消
費
財
部
門
で
あ
る
非
独
占
部
門

の
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
。
非
独
占
部
門
に
対
す
る
需

要
家
で
あ
る
労
働
者
の
貨
幣
所
得
の
増
大
は
、
予
算
条
件
の
好
転

に
よ
り
需
要
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
非
独
占
価
樒
は
、
過
少
蓄
積
下
に
お
い
て
供
給
曲
線
の

上
方
シ
フ
ト
、
お
よ
ぴ
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
り
二
重
に

上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
非
独
占
利
潤
の
上
昇
、
従
っ

て
さ
ら
に
は
生
産
財
需
要
の
拡
大
吃
も
た
ら
す
。
非
独
占
価
格
の

上
昇
は
、
生
産
財
需
要
者
と
し
て
の
非
独
占
資
本
の
予
算
条
件
を

好
転
さ
せ
、
独
占
部
門
に
対
す
る
非
独
占
部
門
の
需
要
を
増
加
さ

せ
る
。
自
由
競
争
下
で
あ
れ
ぱ
、
非
独
占
都
門
の
生
産
財
需
要
の

増
加
は
そ
の
ま
ま
非
独
占
部
門
の
生
産
拡
大
、
過
少
蓄
積
の
解
消

に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
主
義
下
に
あ
っ
て
は
格
差

構
造
の
解
消
は
実
現
し
な
い
。
つ
ま
り
、
非
独
占
部
門
の
生
産
財

需
要
の
増
加
は
、
独
占
に
よ
る
価
格
の
再
吊
り
上
げ
に
よ
っ
て
吸

収
さ
れ
、
名
目
化
さ
れ
る
。
独
占
は
、
非
独
占
部
門
の
追
加
需
要

を
新
た
な
条
件
と
し
て
供
給
曲
線
を
再
ぴ
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
供

給
価
格
の
一
層
の
吊
り
上
げ
を
計
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
独
占

に
よ
る
供
給
価
格
の
再
吊
り
上
げ
の
過
程
で
独
上
］
部
門
の
需
要
曲

線
も
上
方
シ
フ
ト
を
遂
げ
る
。
と
い
う
の
は
、
独
占
部
門
に
対
す

る
需
要
者
は
、
非
独
占
部
門
と
内
部
取
引
者
と
し
て
の
独
占
都
門

自
身
か
ら
な
る
が
、
非
独
占
部
門
の
予
算
条
件
は
非
独
占
価
格
の

上
昇
に
よ
っ
て
好
転
し
、
ま
た
独
占
部
門
に
お
い
て
も
供
給
価
椿

吊
り
上
げ
過
程
で
相
互
の
高
値
売
り
、
高
値
買
い
を
通
し
て
名
目

的
に
せ
よ
予
算
条
件
の
好
転
化
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
以

上
第
四
支
柱
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
非
独
占
価
格
の
上
昇
に
基
づ
く
独
占
部
門
へ
の
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需
要
増
加
は
、
独
占
価
格
の
再
吊
り
上
げ
に
よ
り
名
目
化
さ
れ
、

格
差
構
造
の
解
消
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
従
っ
て
ま
た
消
費
財
都
門

の
過
少
蓄
積
・
過
少
供
給
に
伴
う
実
質
賃
金
の
低
下
も
固
定
化
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
で
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て
は
需

要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
に
さ
ら
に
供
給
曲
線
の
再
上
方
シ
フ
ト
が

加
わ
り
、
非
独
占
価
楕
の
新
た
な
上
昇
を
不
可
避
と
す
る
。
つ
ま

り
、
貨
幣
賃
金
上
昇
に
よ
る
需
要
曲
線
刀
の
〃
へ
の
上
方
シ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

第6図

価
格
1p）

P2

P1

q I qo 
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の
下
で
、
独
占
価
格
の
再
吊
り
上
げ
に
よ
り
非
独
占
部
門
の
供
給

曲
線
y
は
ポ
ヘ
再
ぴ
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
そ
の
結
果
、
非
独
占
価

格
乃
は
乃
水
準
へ
と
上
昇
す
る
（
第
6
図
参
照
）
。
だ
が
、
こ
の

過
少
供
給
存
続
下
で
の
非
独
占
価
椿
の
新
た
な
上
昇
は
、
再
び
貨

幣
賃
金
の
上
昇
を
呼
ぴ
起
こ
す
。
か
く
し
て
、
以
下
貨
幣
賃
金
上

昇
に
よ
る
非
独
占
部
門
の
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
、
そ
の
こ
と

を
受
け
た
独
占
部
門
で
の
供
給
曲
線
の
再
吊
り
上
げ
、
そ
の
供
給

曲
線
の
再
吊
り
上
げ
と
並
行
し
て
生
ず
る
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ

ト
ヘ
と
過
程
は
操
り
返
さ
れ
、
供
給
曲
線
、
需
要
曲
線
相
互
上
方

シ
フ
ト
の
下
で
独
占
、
非
独
占
両
価
格
の
上
昇
が
連
綿
と
し
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
く
（
累
積
性
テ
ー
ぜ
）
一

　
伊
東
モ
デ
ル
で
は
、
非
独
占
価
格
の
上
昇
は
賃
金
プ
ヅ
シ
ュ
に

よ
る
も
の
と
把
握
さ
れ
た
が
、
「
独
占
価
椿
イ
ン
フ
レ
説
」
で
は
、

そ
う
し
た
賃
金
プ
ヅ
シ
ュ
的
把
握
は
一
切
否
定
さ
れ
、
価
椿
上
昇

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
独
占
に
よ
る
所
得
分
配
の
歪
み
の
産
物
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

独
占
的
価
椿
吊
り
上
げ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
独
古
と
非
独
占
と
の

間
で
利
潤
分
配
樒
差
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
利
潤
分
配
格
差
が
、

非
独
占
部
門
に
お
い
て
過
少
蓄
積
、
お
よ
ぴ
そ
の
こ
と
に
よ
る
供

給
価
椿
の
上
昇
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
、
独
占
価
格
の
上
昇
に
続

く
こ
の
非
独
占
価
格
の
上
昇
は
実
質
賃
金
の
低
下
、
つ
ま
り
利
潤

2！3
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と
労
賃
の
間
の
分
配
に
歪
み
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
歪
み
が
需
要

曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
。
な
ぜ
な
ら
、
実
質
賛
金
の
低

下
は
そ
の
回
復
を
目
的
と
し
た
貨
幣
賃
金
の
上
昇
を
不
可
避
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
独
占
は
、
資
本
と
資
本
、
資
本
と
賃
労
働
と
の

間
の
分
配
に
固
有
の
歪
み
を
も
た
ら
し
、
非
独
占
都
門
の
供
給
曲

線
、
需
要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
を
不
可
避
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
独
占
は
所
得
分
配
に
歪
み
を
も
た
ら
す
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
そ

の
歪
み
を
跡
忠
俗
す
る
。
非
独
占
部
門
の
供
給
曲
線
、
需
要
曲
線

の
上
方
シ
フ
ト
に
よ
る
非
独
占
価
椿
の
上
昇
、
つ
ま
り
非
独
占
部

門
の
予
算
条
件
の
好
転
を
新
た
な
条
件
と
し
て
、
独
占
は
再
度
価

格
を
吊
り
上
げ
る
。
つ
ま
り
、
独
占
は
、
マ
ー
ク
．
ア
ツ
プ
率
の

改
定
に
よ
り
供
給
曲
纏
を
再
度
上
方
に
吊
り
上
げ
、
ま
た
そ
の
過

程
で
同
時
に
需
要
曲
線
を
も
上
方
に
吊
り
上
げ
る
。
こ
の
独
占
個

格
の
再
吊
り
上
げ
に
よ
り
独
占
と
非
独
占
の
間
で
の
利
潤
分
配
椿

差
、
利
潤
と
労
賃
の
間
で
の
分
配
の
歪
み
は
固
定
化
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
非
独
占
部
門
に
お
い
て
新
た
な
供
給
曲
線
、
さ
ら
に
は
需

要
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
が
不
可
避
と
な
る
。

　
か
く
し
て
、
独
占
は
、
独
占
、
非
独
占
、
賃
労
働
三
者
間
で
の

分
配
上
の
歪
み
の
形
成
、
そ
の
再
生
産
・
固
定
化
を
通
じ
て
、
独

占
、
非
独
占
両
都
門
に
お
い
て
供
給
曲
線
、
需
要
曲
線
の
相
互
累

積
的
上
方
シ
フ
ト
を
必
然
化
し
、
物
価
水
準
の
ス
パ
イ
ラ
ル
的
上

昇
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
、
拙
稿
「
価
格
カ
ル
テ
ル
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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